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第１章 序章 

 研究の背景 

筆者は 2004 年 4 月より青山学院大学陸上競技部(以下「青学大駅伝チーム」と呼ぶ)監督に就

任し 2017 年 4 月時で 14 年目のシーズンを迎えた。競技者としての活動は広島県立世羅高校に

入学してからである。その後、中京大学、中国電力において計 12 年間長距離選手として活動して

きた。主な競技実績は高校 3 年時に主将として全国高校駅伝準優勝、中京大学 3 年時の全日本

インカレ 5000ｍ 3 位程度しかなく、全国的には全く無名の選手であった。社会人選手としては 5

年と言う短命で終え、競技引退後は青学大駅伝チーム監督就任直前まで 10 年間中国電力で一

般社員としてサラリーマン生活をおくっていた。よって、指導者経験なし、箱根駅伝出走経験なし、

選手としてメジャー選手でもなく、大学 OB でもない箱根駅伝指導者の中ではまれなケースである 

(表 1) 。 

したがって、筆者の指導ノウハウは競技者、指導者としての経験ではなく、サラリーマン時代の影

響が大きく、スポーツ組織作りも企業組織作りも共通の概念があるとの思いから、随所にサラリーマ

ン時代のノウハウが入り込んでいる。筆者のノウハウを利用しながら、「将来サラリーマンとしても役

に立つ人材を育てる」「箱根駅伝を通じて母校の一体感を図る」「箱根駅伝の大学勢力図を変える」

と言う思いで 14年間の指導がスタートした。  

表 1 第 81回箱根駅伝出場チーム監督の経歴 

大学 指導経験者 箱根駅伝出走経験者 日本代表経験者 出身大学 OB 

青山学院 × × × × 

駒沢 ○ ○ × ○ 

日本体育 ○ ○ × ○ 

日本 ○ ○ × ○ 

中央 ○ ○ ○ ○ 

順天堂 ○ ○ ○ ○ 

東海 ○ ○ × ○ 

亜細亜 ○ ○ × ○ 

法政 ○ ○ × ○ 

中央学院 ○ ○ × × 

神奈川 ○ × × × 

早稲田 ○ ○ ○ ○ 

大東文化 ○ ○ × ○ 

東洋 ○ ○ ○ × 

山梨学院 ○ ○ ○ × 

城西 × ○ ○ × 

帝京 ○ × ○ × 

専修 ○ ○ × ○ 

明治 ○ ○ × × 

拓殖 ○ ○ ○ × 
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監督就任 5年目の 2008年度に箱根駅伝 33年ぶりの出場、2014年度監督就任 11年目箱根

駅伝大会新記録により初優勝を飾り、翌年度は 39 年ぶりとなる完全優勝。2017 年度箱根駅伝四

連覇を達成した(表 2)。 

表 2 監督就任後の箱根駅伝の戦績 

年度 就任年数 大会 順位 

2004 1 81 予選会敗退（16） 

2005 2 82 予選会敗退（13） 

2006 3 83 予選会敗退（16） 

2007 4 84 予選会敗退（10） 

2008 5 85 22 

2009 6 86 8 

2010 7 87 9 

2011 8 88 5 

2012 9 89 8 

2013 10 90 5 

2014 11 91 1 

2015 12 92 1 

2016 13 93 1 

2017 14 94 1 

しかし、そのプロセスはトライ&エラーの連続で、試行錯誤で学生と向き合ってきたが、筆者が監

督に就任してからの 14 年間の強化手法について体系的に取りまとめはしてこなかった。そこで、

本研究では青学大駅伝チームの 14年間の発展の歴史について振り返ることにした。 

本研究では、監督就任から最初の 5 年間は予選会突破を目指す時期で「予選会突破期」、監

督就任 6 年目から 10年目のシード権を確保し、毎年出場することを目指す時期で「シード権維持

期」、優勝を狙う段階として、監督就任 11年目に箱根駅伝で初優勝し、以降連覇している「連勝期」

と定義し(表 3)、それぞれの段階で成功要因を明らかにすることにした。 

各ステージにおいて、どのような壁がありその壁に対してどのようなチャレンジにより乗り越えてき

たのかを整理し、各ステージにおける成功要因を明らかにさせ、これから箱根駅伝強化を開始する

チームや箱根駅伝本戦出場を目指すチームから優勝を目指すチームの組織作りに参考にしてい

ただくことで、大学駅伝界に有益な資料を提供すると考える。 

表 3 研究に用いる期間の定義と在籍年度 
 

予選会突破期 シード権維持期 連勝期 

年度 2004 

2005 

2006 

2007 

2008 

2009 

2010 

2011 

2012 

2013 

2014 

2015 

2016 

2017 
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 青学大陸上競技部の強化の歴史 

青学大体育会陸上競技部は、徒歩部を母体として、1918 年(大正 7)に創部された。陸上競技

部は青山学院の様々な部活の中で長い歴史を刻んでいる。主な活動としては東北学院対抗戦、

関東インカレ、箱根駅伝である。2004年度以前は主にOB会を中心に活動し、トラック&フィールド

男女が混在している組織であった。2017 年度においても、組織上はトラック&フィールド男女同一

ではあるが、実態的には、青学大駅伝チームとして、青学大体育会陸上競技部とは別の独立した

形で運営している。特に 2004 年度以降は箱根駅伝出場を目指す為に青学大駅伝チームは体育

会特別強化指定部として大学あげて強化することになった。 

 

 青学大陸上競技部箱根駅伝強化と原監督招聘の経緯 

2004 年度から特別強化指定部として強化が開始されたが、それ以前は OB 会を中心とした強

化であった。箱根駅伝初出場は 1942 年度(昭和 17 年)第 22 回である。第 22 回大会では参加

11大学 11位 16時間 41分 59秒でゴールした。その後、22年の歳月を経た 1964年度(昭和 39

年)第 41 回箱根駅伝で復活した。13 時間 07 分 25 秒参加 15 大学中 14 位でゴールし、以降

1975年度(昭和 50年)第 52回箱根駅伝まで 12大会連続出場した。しかし、第 52回大会を最後

に特別強化指定部となる 2004 年度(平成 16 年)第 81 回箱根駅伝まで 29 年間本戦出場から遠

ざかっていた。表 2 のように筆者が監督就任後 5 年目 2008 年度(平成 20 年)第 85 回箱根駅伝

において、実に 33年ぶり 14回目の本戦出場を決めその後 10大会連続の出場となった。 

陸上競技部 90 年史(2009 年 11 月 18 日発行)の寄稿された青山学院院長代行・常務理事半

田正夫先生の『陸上競技部 90周年に寄せて』において、以下のことが記述されている。 

「学長として、地方の校友会支部総会に招かれることが多く、その際、決まったように箱根駅伝

のことが話題になった。過去の華やかな時代の事を語るものもいれば、最近の低迷振りを嘆くも

のいるが、日ごろ共通の話題と言えばまさにこれに限られていた。硬式野球部が東都大学で活

躍しようと、バレー部やバスケットボール部が全国優勝しようと、箱根駅伝の話題の前では霞んで

しまうほどであった。そこで全国の校友を奮起させ、青学に対する愛校心を高めるためには陸上

競技部の強化以外にはないことを痛感するにいたったのである。」 

箱根駅伝は 1987 年度第 63 回から日本テレビにより全国中継され、視聴率は右肩上がりで上

昇し、監督就任時の第 81回大会復路では 29.9%の視聴率であった(表 4)。 

お正月の風物詩としてすっかり国民に定着していることを考えると半田氏の思いがそこにあるの

は容易に想像できる。 

そして、まずは監督の人選に着手していくわけだが、監督の人選には当時の陸上競技部長伊藤

文雄教授を中心に進められた。伊藤教授は監督人選にあたり競技実績は特に問わないが二つの

思いを伝えた。一つ目は「青山学院のことを思ってくれる方」、二つ目は「挫折している方」であった。

青学大体育会バスケットボール、硬式野球部の部長を歴任され、ともに日本一にさせた実績をお

持ちの先生ならではのお考えがあったのであろう。陸上競技部 90 年史においても箱根駅伝出場

強化委員会の思いでの中にも監督人選の流れが記述されている。 
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表 4 第 63回~第 81回箱根駅伝視聴率 

大会 視聴率(%) 

往路 復路 

63 18.0% / 18.7% 14.1% / 21.2% 

64 22.1% / 19.2% 19.4% / 20.3% 

65 20.9% / 18.7% 19.9% / 21.7% 

66 17.6% / 19.4% 20.3% / 22.3% 

67 19.7% 22.7% 

68 23.2% 26.1％ 

69 26.1％ 27.8％ 

70 24.9％ 27.3％ 

71 27.1％ 28.8％ 

72 29.2% 28.2％ 

73 26.8％ 25.4％ 

74 25.7％ 26.1％ 

75 25.3％ 28.3% 

76 26.8％ 29.0% 

77 24.5％ 27.5% 

78 27.5% 27.0% 

79 29.3% 31.5% 

80 25.2% 26.6% 

81 23.7% 29.9% 

※第 63 回（1987 年） - 第 66 回（1990 年）は往路・復路共に 2 部構成。第 63 回（1987 年）は往路の 10:25 - 

12:00、復路の 9:25 - 12:00の時間帯は中継を中断していた。第 64回（1988年）は往路の 10:25 - 10:50、復路

の 10:30 - 11:00の時間帯は中継を中断していた。 

 原監督就任前箱根駅伝を取り巻く環境 (1999～2003年)  

1) 箱根駅伝出場チーム 

2004年度から過去 5年間の箱根駅伝出場大学は 1999年度 76回大会から 2001年度 78回

大会までは参加校は 15大学。以降は 4チーム増加され 19チーム＋選抜チームの参加となった。

参加大学は延べ 23 大学で連続出場チームは 16大学となった。この間初出場チームは 1チーム

のみである。出場枠が増えたことにより今後強化する大学が増えることが予想されるタイミングであ

った(表 5)。 

表 5 監督就任前 5年間の箱根駅伝の成績 

 1999年度 
76回 

2000年度 
77回 

2001年度 
78回 

2002年度 
79回 

2003年度 
80回 

1位 駒沢 順天堂 駒沢 駒沢 駒沢 

2位 順天堂 駒沢 順天堂 山梨学院 東海 

3位 中央 中央 早稲田 日本 亜細亜 

4位 帝京 法政 中央 大東文化 法政 

5位 日本 神奈川 大東文化 中央 順天堂 

6位 早稲田 大東文化 神奈川 東洋 東洋 

7位 東海 帝京 亜細亜 東海 中央 

8位 神奈川 日本 帝京 順天堂 神奈川 

9位 山梨学院 山梨学院 山梨学院 日本体育 日本体育 

92 93 
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 1999年度 
76回 

2000年度 
77回 

2001年度 
78回 

2002年度 
79回 

2003年度 
80回 

10位 法政 早稲田 日本 中央学院 日本 

11位 日本体育 日本体育 日本体育 神奈川 中央学院 

12位 大東文化 拓殖 関東学院 拓殖 山梨学院 

13位 関東学院 平成国際 専修 帝京 大東文化 

14位 拓殖 國學院 東海 國學院 帝京 

15位 東洋 東海(途中棄権) 法政(途中棄権) 早稲田 東京農業 

16位 - - - 法政 早稲田 

17位 - - - 亜細亜 国士館 

18位 - - - 関東学院 関東学院 

19位 - - - 専修 城西 

20位 - - - 関東学連選抜 

(オープン参加) 

日本学連選抜

(オープン参加) 

2) 青学大駅伝チーム箱根駅伝予選会の戦績 

2004 年度監督就任前 5 大会の箱根駅伝予選会の成績は表 6 のとおりである。1999 年度 76

回では 10 人が規定内でゴールできず着順が確定できなかった。その他の大会も本戦出場チーム

とのタイム差は大きく、2000年度 77回大会では予選会出場枠の 6位チームから 52分 52秒と一

人当たり 5分 17秒差で箱根駅伝本戦にはほど遠いチーム状況であった。 

表 6 原監督就任前 5年間の箱根駅伝予選会の成績 

年度 
大会 

1999年度 

76回 

2000年度 

77回 

2001年度 

78回 

2002年度 

79回 

2003年度 

80回 

着順 記録なし 20 15 17 17 

本戦出場チーム 

とのタイム差 
- 52分 52秒 16分 17秒 22分 13秒 18分 40秒 

一人当たりの 
タイム差 

- 5分 17秒 1分 38秒 2分 13秒 1分 52秒 

総合成績 - 
11時間 

24分 50秒 

10時間 

31分 45秒 

10時間 

47分 42秒 

11時間 

01分 41秒 

一人当たりの 
20㌔タイム 

- 68分 29秒 63分 11秒 64分 46秒 66分 10秒 

100番以内通過
人数 

0 0 2 1 0 

*1999年度大会は規定時間内完走者 9名につき総合記録なし。 

**1999年度 2001年度大会は箱根駅伝予選会から本戦出場枠は 6チーム。2002年度大会は箱根駅伝予選会から本戦出場枠

は 10チーム。2003年度大会は箱根駅伝予選会から本戦出場枠は 9チーム。 

3) 原監督就任当初の各大学の強化体制について 

就任時に陸上関係者への聞き取り調査により、箱根駅伝強化チームを有する各大学の強化支

援体制について取りまとめたものが表 7である。 

それぞれの大学、スポーツ推薦、専用競技場、専用寮、専任監督、強化資金、授業料免除、部

車等と、いわゆる「人、物、金」の三点セットにより強化をする大学がほとんどであることが判明した。 

しかし、当時の青学大駅伝チームでは、8 人のスポーツ推薦枠、専用寮、専任監督があるのみ

で、専用陸上競技場、専任コーチ―、授業料免除制度はなく、また、強化費も少なく、他大学と比

較して著しく支援体制は劣っていた。 
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表 7 箱根駅伝主な大学強化支援体制(2007年 5月、独自聞き取り調査) 

大学 推薦枠 部員数 
活動 

強化費 
特待生 

専用 

競技場 
寮 部車 

専任 

監督 

専任 

コーチ 

専任 

トレーナー 

青学 8 26 500万 × × ○ × ○ × × 

A 10以上 38 1000万以上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

B 3＋α 36 1200万 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

C 10以上 47 不明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

D 10以上 63 1000万以上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

E 10以上 78 1000万以上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

F 8＋α 37 不明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

G 10以上 41 1000万以上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

H 10以上 59 700万以上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

I 10以上 57 700万以上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

J 10以上 62 1000万以上 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 研究の目的 

本研究の目的は、長年箱根駅伝本戦から遠ざかっていた青学大駅伝チームが、箱根駅伝四連

覇に至る過程 ①予選会突破期 ➁シード権維持期 ➂連勝期 においてどのような壁があり、そ

れをどのようなアクションにより乗り越えたてきたかを体系的に整理し、青学大駅伝チームの強化メ

ソッドを明らかにすることを本研究の目的とした。 
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第２章 方法 

競技戦績とチームマネジメントに関する資料を整理し、①予選会突破期 ➁シード権維持期 ➂

連勝期 三期それぞれの成果を検証する。 

 

 対象 

 競技戦績 

 競技戦績に関する資料は次の 1)～7)までの資料を使用する。 

1) 高校時代の 5000ｍ自己ベストタイム 

2) 大学入学後の 5000ｍ自己ベストタイム 

3) 箱根駅伝登録選手上位 10名の平均タイム (5000ｍ、1万m、ハーフマラソン) 

4) 箱根駅伝予選会、箱根駅伝の戦績 

5) トレーニング内容 

6) 年度ターゲット試合の戦績 (神奈川ハーフマラソン、立川ハーフマラソン、関東インカレ、7

月世田谷 5000ｍ記録会、9月学内 5000ｍ記録会、関東学連 1万m記録会、世田谷ハー

フマラソン) 

7) 強化合宿メニューと消化率 (2月・3月強化合宿、夏 1・2・3次強化合宿、12月強化合宿) 

１）～４）のデータは箱根駅伝で青学大駅伝チーム以外の 2013 年から 2017 年の直近 5 年

に箱根駅伝で総合 5 位以内に入った 9 大学（日本体育、東洋、駒沢、帝京、早稲田、明治、東

海、順天堂、神奈川）も対象とし、2008～2017 年の期間それぞれのタイムを対象データとした。

他大学のデータは公開データおよび一部関係者からの聞き取りにより整理した。 

 

 チームマネジメント 

 チームマネジメントに関する資料は次の 1)～7)までの資料を使用する。 

1) 部員数 

2) スカウティング方法に関する記録 

3) チーム運営方法に関する記録 

4) チーム運営方法に関する学生アンケート 

5) トレーニング内容 

6) 年度ターゲット試合の戦績 

7) 強化合宿メニューと消化率 

 

 分析方法 

１）青学大駅伝チームの 14年間の競技戦績に関する上記データを整理する。3期間のデータ

の推移の分析には分散分析を用いた。分散分析で有意差があった場合は、期毎の二群比較を t

検定を用いて行った。 
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２）各期の競技成績とトレーニングとの関係を分析し、各期の壁および、壁に対するアクション・方

策の対応性を整理する。 

３）各期のチームマネジメントの特徴と対するチームマネジメントの方策の対応関係を整理する。 

４）2013年度から 2017年度の直近 5年に箱根駅伝で上位 5位に入賞した大学、青山学院大

学、日本体育大学、東洋大学、駒沢大学、帝京大学、早稲田大学、明治大学、東海大学、神奈川

大学、順天堂大学を対象に、シード維持期と連勝期の各成績の分析には、多群間の比較には分

散分析を、二群間の比較にはｔ検定を用いた。 

以上、4つの分析を通じてデータを精査し、三期 14年間の壁と壁を乗り越えるために行ったア

クションの対応を整理し、いかにして強豪校へ駆け上がったのかを検証する。さらに連勝期の強化

策について検討する。 
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第３章 結果 

14 年間のチーム概要、成績、チームマネジメントを整理したところ、予選会突破期の壁、シード

権維持からより上位に行く時の壁、連勝期の壁があった。結果では、まず、チーム概要、チームの

成績、ライバル校との位置づけを整理し、次に、それぞれの壁の詳細を述べる。 

 

 14年間のチーム概要 

 部員数 

監督就任時は 31名でスタートした部員数は、最大 47名（2012年）に増えた（図 1）。平均選手

数は、予選会突破期が 29 名、シード維持期が 38.4 名、連勝期が 44.5 名であった（図 2）。年度

初めのマネージャー数の平均は予選会突破期が 1 名、シード維持期 3.8 名、連勝期が 4 名であ

った（図 2）。 

 

図 1 部員数の構成内訳 

 

図 2 平均選手数の推移 
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 入学制度内訳 

2004年度から 2017年度までの入学制度別部員数の平均値を図 3に示した。 

予選会突破期は、特別スポーツ推薦が平均 19.2 名、一般スポーツ推薦が平均 4.6 名、指定校

推薦が平均 3.2名、一般受験が平均 2.6名、内部進学が平均 0.4名であった。シード維持期は、 

特別スポーツ推薦が平均 17.2 名、一般スポーツ推薦が 18.6 名、指定校推薦が 4.6 名、一般受

験が 1.6名、内部推薦が 0.2名であった。連勝期は、特別スポーツ推薦が 24.5名、一般スポーツ

推薦が 15名、指定校推薦 6.5名、一般受験で 1名、内部進学は 1.5名であった。 

 

 

図 3 入学制度別部員数内訳 

 

 

図 4 入学制度別部員数内訳の平均値 
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 強化体制  

青学大駅伝チームにおける予選会突破期の強化体制は、2004年度～2007年度までの特別ス

ポーツ推薦制度は 8 名であった。2007 年度まで箱根駅伝への本選出場ができていないこともあり、

2008 年度における特別スポーツ推薦制度は 1 名であった。専用グランド、部車、トレーナー、フィ

ジカルトレーナー、サポートスポーツメーカーもいない状況であった。また、大学からの活動強化費

も 480～500 万円でもあった。2008 年度に大学からの活動強化費が 1000 万円となったのは、本

戦出場が叶い合宿等の強化費に活用するということからであった。 

 シード維持期では、特別スポーツ推薦制度は、2009年度は 1名、2010年度以降は 6名と増加

していることがわかった。青学大駅伝チーム専用グラウンドは 2012 年度から、2013 度年より部車

の所有が可能となった。サポートスポーツメーカーは 2009年度からミズノと契約し、2012年度から

はアディダスとの契約となった。2009年度以降、大学からの活動強化費は 1000万円となり、2010

年度～2013年度においても継続した強化費であった。 

 連勝期における強化体制は、2013 年度以降も強化体制に加えて、コーチ、トレーナー、フィジカ

ルコーチが継続して活動できる環境であることがわかった。2017 年度には、特別スポーツ推薦の

人数も 8名となった。 

 

表 8 予選会突破期の強化体制（予選会突破期） 

年度 2004 2005 2006 2007 2008 

特別スポーツ推薦人数 8 8 8 8 1 

専用グランド × × × × × 

部車 × × × × × 

コーチ △ △ △ △ △ 

トレーナー × × × × × 

フィジカルトレーナー × × × × × 

サポートスポーツメーカー × × × × ミズノ 

専用合宿所 ○ ○ ○ ○ ○ 

学生部屋人数 1 1 1 2 2 

監督夫婦住み込み ○ ○ ○ ○ ○ 

大学からの活動強化費 500万円 500万円 480万円 500万円 1000万円 
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表 9 シード権維持期の強化体制（シード維持期） 

年度 2009 2010 2011 2012 2013 

特別スポーツ推薦人数 1 6 6 6 6 

専用グランド × × × ○ ○ 

部車 × × × × ○ 

コーチ △ △ △ △ △ 

トレーナー × × × ▦ ▦ 

フィジカルトレーナー × × × × × 

サポートスポーツメーカー ミズノ ミズノ ミズノ adidas adidas 

専用合宿所 ○ ○ ○ ○ ○ 

学生部屋人数 2 2 2 2 2 

監督夫婦住み込み ○ ○ ○ ○ ○ 

大学からの活動強化費 1000万円 1000万円 1000万円 1000万円 1000万円 

 

表 10 連勝期の強化体制（連勝期） 

年度 2014 2015 2016 2017 

特別スポーツ推薦人数 6 6 6 8 

専用グランド ○ ○ ○ ○ 

部車 ○ ○ ○ ○ 

コーチ ▲ ▲ ▲ ▲ 

トレーナー ▦ ▦ ▦ ▦ 

フィジカルトレーナー ▦ ▦ ▦ ▦ 

サポートスポーツメーカー adidas adidas adidas adidas 

専用合宿所 ○ ○ ○ ○ 

学生部屋人数 2 2 2 2 

監督夫婦住み込み ○ ○ ○ ○ 

大学からの活動強化費 1000万円 1000万円 1000万円 1000万円 
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 青学大駅伝チーム 14年間のチーム成績 

 青学大駅伝チームの新入部員 5000m上位 5名の平均タイム 

監督就任以降に入部してきた新入部員の 5000m タイム上位 5 名の平均タイムを表 11、推移

は図 5 に示す。各期の平均タイムは、予選会突破期は 14:40.98、シード権維持期は 14:19.52、

連勝期は 14:10.77 で 3 期を通して速くなっており（F(2)＝3.98，p＝0.001）、予選会突破期よりも

シード維持期（p=0.05）と連勝期（p<.0001）はいずれも速かったが、シード維持期と連勝期では

有意差はなかった。 

表 11 新入部員の 5000m タイム上位 5名の平均タイム 

 年 タイム 期の平均 

予選会突破期 2004 14:50:05 14:40.98 

2005 14:29.5  

2006 14:25.1  

2007 14:49.3  

2008 14:51:06  

シード維持期 2009 14:27.4 14:19.52 

2010 14:26.1  

2011 14:22.1  

2012 14:10.2  

2013 14:11.2  

連勝期 2014 14:16.7 14:10.77 

2015 14:09.3  

2016 14:10.3  

2017 14:06.8  

 

図 5 新入部員の 5000m タイム上位 5名の平均タイムの推移  
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 青学大駅伝チームの 5000mチーム上位 10名の平均タイム 

 毎年の記録は表 12に、各期の推移は図 6に示した。各期平均タイムは予選会突破期 14:24.08、

シード維持期 14:07.36、連勝期 13:53.50、3期を通じて速くなっており（F(2)＝3.98，p＝0.0001）、

予選会突破期に比べシード維持期（p=0.0005）、連勝期（p=0004）は速くなっており、連勝期はシー

ド維持期に比べ速くなっていた（p=0.01）。 

表 12 5000mチーム上位 10名の平均タイム 

 年 タイム 期の平均 

予選会突破期 2004 14:38.0 14:24.08 

2005 14:26.0  

2006 14:20.5  

2007 14:16.3  

2008 14:19.7  

シード維持期 2009 14:16.6 14：07.36 

2010 14:10.7  

2011 14:07.1  

2012 14:02.6  

2013 13:59.8  

連勝期 2014 13:59.2 13：53.50 

2015 13:53.8  

2016 13:49.8  

2017 13:51.2  

 

 

図 6 5000mチーム上位 10名の平均タイムの推移 
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 青学大駅伝チームの 1万mチーム上位 10名の平均タイム 

毎年のチーム 1 万 m タイムの上位 10名の平均タイムを、表 13、図 7に各期の推移を示した。

予選会突破期は 29:49.95、シード維持期 29:29.32、連勝期 28:43.12 で、3 期を通じて速くなっ

ており（F(2)＝3.98，p＝0.003）、予選会突破期に比べシード維持期（p=0.04）と連勝期

（p=0.0005）、また連勝期はシード維持期（p=0.002）に比べそれぞれ速くなっていた。 

表 13 １万mチーム上位 10名の平均タイム 

 年 タイム 期の平均 

予選会突破期 2004 30:21:00 29：49.95 

2005 29:58:00  

2006 29:46:00  

2007 29:29.7  

2008 29:35.1  

シード維持期 2009 29:46.6 29：29.32 

2010 29:46.3  

2011 29:30.0  

2012 29:21.8  

2013 29:01.9  

連勝期 2014 28:45.3 28：43.12 

2015 28:35.6  

2016 28:41.5  

2017 28:50.0  

 

 

図 7 １万mチーム上位 10名の平均タイムの推移 

 

29:49.95

29:29.32

28:43.12

27:56.16

28:13.44

28:30.72

28:48.00

29:05.28

29:22.56

29:39.84

29:57.12

予選会突破期

(2004～2008)

シード維持期

(2009～2013)

連勝期

(2014～2017)



16 

青学大駅伝チームのハーフマラソンチーム上位 10名の平均タイム 

 毎年のハーフマラソンタイムの上位 10 名の平均タイムを表 14 に、図 8 にその推移を示す。予選
会突破期 1:05.32、シード維持期 1:04.15、連勝期 1:02.40 と、3 期を通じて速くなっており
（F(2)＝3.98，p<.0001）、予選会突破期に比べ、シード維持期（p=0.01）と連勝期（p<.0001）、また

連勝期はシード維持期（p=0.001）に比べそれぞれ速くなっていた。 

表 14 ハーフマラソンタイム上位 10 名の平均タイム 

年 タイム 期の平均 

予選会突破期 2004 1:05:36 1：05.32 

2005 1:06:02 

2006 1:05:49 

2007 1:05:13 

2008 1:04:58 

シード維持期 2009 1:04:53 1：04.15 

2010 1:04:58 

2011 1:04:05 

2012 1:03:51 

2013 1:03:30 

連勝期 2014 1:02:47 1：02.40 

2015 1:02:25 

2016 1:02:34 

2017 1:02:54 

図 8 ハーフマラソンタイム上位 10名の平均タイムの推移 
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 在籍中の成長（5000ｍタイムの変化） 

在籍中の成長を比較可能な 5000m で示した。全体平均は傾向をみるために入学時の 5000m

タイムが上位 5名の平均とそのメンバーの在籍時のベストタイムの平均を表 15に示す。また、個別

のデータを検討するため、2004 年度から 2014 年度までの入学生それぞれのタイムを表 16～26

に示す。11年間で108名を送り出したが、90名（約 83％）が在学中に自己タイムを更新していた。 

表 15 在籍中の成長（5000m タイムの変化） 

 入学-卒業年度 入学時 在籍時ベスト 差 

シード維持期 

2008-2011 14:51.06 14:31.84 ▲00:19.23 

2009-2012 14:27.40 14:21.61 ▲00:05.79 

2010-2013 14:26.08 14:17.56 ▲00:08.52 

連勝期 

2011-2014 14:22.80 14:15.21 ▲00:07.59 

2012-2015 14:10.15 14:11.84 00:01.69 

2013-2016 14:11.19 14:11.87 00:00.68 

2014-2017 14:16.69 14:10.77 ▲00:05.92 

表 16 2004年度 1期生（2007卒）の 5000ｍタイムの更新 

 高校ベスト 大学ベスト タイム差 備 考 

A 14分 41秒 14分 11秒 ▲35秒  
B 14分 50秒 14分 28秒 ▲22秒  
C 14分 50秒 14分 32秒 ▲18秒  
D 14分 51秒 14分 24秒 ▲27秒  
E 14分 55秒 14分 47秒 ▲ 8秒  
F 14分 57秒 14分 48秒 ▲ 9秒  
G 15分 00秒 14分 24秒 ▲36秒 箱根駅伝出場 
H 15分 00秒 データ不明 - 3年時退部 
I 15分 20秒 14分 13秒 ▲1分 7秒  

表 17 2005年度 2期生（2008卒）の 5000ｍタイムの更新 

 高校ベスト 大学ベスト タイム差 備 考 

A 14分 23秒 14分 11秒 ▲12秒 箱根駅伝出場 
B 14分 25秒 14分 21秒 ▲ 4秒 箱根駅伝出場 
C 14分 26秒 14分 22秒 ▲ 4秒  
D 14分 33秒 14分 29秒 ▲ 4秒 箱根駅伝出場 
E 14分 39秒 14分 08秒 ▲31秒 箱根駅伝出場 
F 14分 47秒 14分 22秒 ▲25秒 箱根駅伝出場 
G 14分 50秒 14分 31秒 ▲19秒  
H 14分 55秒 14分 34秒 ▲21秒 箱根駅伝出場 
I 15分 15秒 14分 52秒 ▲23秒 箱根駅伝出場 

表 18 2006年度 3期生（2009卒）の 5000ｍタイムの更新 

 高校ベスト 大学ベスト タイム差 備 考 

A 14分 16秒 データ不明 - 1年時退部 
B 14分 22秒 データ不明 - 1年時退学 
C 14分 23秒 14分 12秒 ▲11秒 箱根駅伝出場 
D 14分 28秒 データ不明 - 1年時退学 
E 14分 35秒 14分 04秒 ▲31秒 箱根駅伝出場 
F 14分 43秒 14分 19秒 ▲24秒 箱根駅伝出場 
G 14分 44秒 14分 34秒 ▲10秒  
H 14分 52秒 14分 39秒 ▲13秒  
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表 19 2007年度 4期生（2010卒）の 5000ｍタイムの更新 

 高校ベスト 大学ベスト タイム差 備 考 

A 14分 38秒 14分 31秒 ▲ 7秒  
B 14分 44秒 15分 52秒 1分 08秒 1年時退部 
C 14分 47秒 15分 22秒 35秒 マネージャーへ 
D 14分 49秒 14分 45秒 ▲ 4秒 箱根駅伝出場 
E 14分 54秒 14分 36秒 ▲18秒  
F 15分 02秒 14分 36秒 ▲26秒 箱根駅伝出場 
G 15分 16秒 14分 18秒 ▲58秒 箱根駅伝出場 
H 15分 22秒 15分 15秒 ▲ 7秒 マネージャーへ 
I 15分 33秒 14分 40秒 ▲53秒 箱根駅伝出場 

表 20 2008年度 5期生（2011卒）の 5000ｍタイムの更新 

 高校ベスト 大学ベスト タイム差 備 考 

A 14分 47秒 14分 45秒 ▲ 2秒 箱根駅伝出場 

B 14分 48秒 14分 12秒 ▲36秒 箱根駅伝出場 
C 14分 53秒 14分 26秒 ▲27秒  
D 14分 55秒 データ不明 - 1年時退部 
E 15分 06秒 14分 49秒 ▲17秒  

表 21 2009年度 6期生（2012年卒）の 5000ｍタイムの更新 

 高校ベスト 大学ベスト タイム差 備 考 

A 14:39.39 14:00.25 ▲0:39.14 箱根駅伝出場 
B 14:49.03 14:22.00 ▲0:27.03  
C 14:10.87 13:58.75 ▲0:12.12 箱根駅伝出場 
D 14:18.65 14:18.65 0:00.00  
E 14:37.29 14:27.24 ▲0:10.05 箱根駅伝出場 
F - 15:09.80 -  
G 14:47.91 13:54.09 ▲0:53.82 箱根駅伝出場 
H 14:48.51 14:24.32 ▲0:24.19  
I 14:31.42 14:18.10 ▲0:13.32 箱根駅伝出場 
J 14:38.78 14:12.27 ▲0:26.51  
K 15:56.50 15:56.50 ▲0:00.00 マネージャーへ 
L 15:10.00 15:10.00 ▲0:00.00 マネージャーへ 
M 15:33.98 14:52.45 ▲0:41.53 マネージャーへ 

表 22 2010年度 7期生（2013年卒）の 5000ｍタイムの更新 

 高校ベスト 大学ベスト タイム差 備 考 

A 14:34.86 14:09.53 ▲0:25.33 箱根駅伝出場 
B 14:43.99 14:15.95 ▲0:28.04 箱根駅伝出場 
C 14:39.96 14:06.42 ▲0:33.54 箱根駅伝出場 
D 14:44.22 14:03.99 ▲0:40.23  
E 13:59.76 13:53.39 ▲0:06.37 箱根駅伝出場 
F 14:49.36 14:36.25 ▲0:13.11  
G 14:22.93 14:07.14 ▲0:15.79 箱根駅伝出場 
H 14:43.11 14:43.11 0:00.00 マネージャーへ 
I 14:40.82 14:40.82 0:00.00 マネージャーへ 
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表 23 2011年度 8期生（2014年卒）の 5000ｍタイムの更新 

 高校ベスト 大学ベスト タイム差 備 考 

A 14:23.60 13:58.45 ▲0:25.15 箱根駅伝出場 
B 14:31.77 14:08.93 ▲0:22.84 箱根駅伝出場 
C 14:27.02 14:10.67 ▲0:16.35 箱根駅伝出場 
D 14:24.09 14:12.29 ▲0:11.80  
E 14:15.52 13:51.40 ▲0:24.12 箱根駅伝出場 
F 14:38.26 14:05.69 ▲0:32.57  
G 14:33.71 14:14.49 ▲0:19.22  
H 14:23.76 14:19.75 ▲0:04.01  
I 14:42.71 14:42.71 0:00.00 マネージャーへ 
J 14:59.10 14:40.79 ▲0:18.31 マネージャーへ 

 

表 24 2012年度 9期生（2015卒）の 5000ｍタイムの更新 

 高校ベスト 大学ベスト タイム差 備 考 

A 14:23.49 13:48.38 ▲0:35.11  
B 14:03.96 13:55.97 ▲0:07.99 箱根駅伝出場 
C 14:13.88 14:04.58 ▲0:09.30 箱根駅伝出場 
D 13:59.16 13:49.27 ▲0:09.89 箱根駅伝出場 
E 14:20.75 14:10.90 ▲0:09.85  
F 14:15.13 14:15.13 0:00.00  
G 14:39.66 14:12.59 ▲0:27.07 箱根駅伝出場 
H 14:48.18 14:00.06 ▲0:48.12 箱根駅伝出場 
I 14:18.61 13:58.99 ▲0:19.62  
J 14:21.57 14:09.65 ▲0:11.92 箱根駅伝出場 
K 14:27.95 14:27.95 0:00.00 マネージャーへ 
L 14:36.90 14:21.34 ▲0:15.56 マネージャーへ 
M 15:05.22 15:05.22 0:00.00 マネージャーへ 

 

表 25 2013年度 10期生（2016卒）の 5000ｍタイムの更新 

 高校ベスト 大学ベスト タイム差 備 考 

A 14:07.15 13:53.76 ▲0:13.39 箱根駅伝出場 
B 14:13.10 13:51.66 ▲0:21.44 箱根駅伝出場 
C 14:34.91 14:08.27 ▲0:26.64 箱根駅伝出場 
D 14:00.31 13:39.65 ▲0:20.66 箱根駅伝出場 
E 14:17.92 14:14.19 ▲0:03.73  
F 15:02.67 14:31.55 ▲0:31.12  
G 14:26.50 14:26.50 0:00.00  
H 14:43.22 14:08.04 ▲0:35.18  
I 14:17.48 13:53.46 ▲0:24.02  
J 15:17.87 14:42.01 ▲0:35.86 マネージャーへ 
K 14:37.50 14:37.50 0:00.00 マネージャーへ 
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表 26 2014年度 11期生（2017卒）の 5000ｍタイムの更新 

 高校ベスト 大学ベスト タイム差 備 考 

A 14:25.12 14:15.90 ▲0:09.22  
B 14:11.72 14:04.23 ▲0:07.49  
C 14:36.08 14:20.17 ▲0:15.91  
D 14:30.28 14:11.64 ▲0:18.64 箱根駅伝出場 
E 14:19.74 14:10.82 ▲0:08.92 箱根駅伝出場 
F 14:37.18 13:53.45 ▲0:43.73 箱根駅伝出場 
G 14:21.68 13:43.22 ▲0:38.46 箱根駅伝出場 
H 14:05.20 13:52.29 ▲0:12.91 箱根駅伝出場 
I 14:32.92 13:49.83 ▲0:43.09  
J 14:36.61 14:36.61 0:00.00 マネージャーへ 
K 14:55.62 14:45.05 ▲0:10.57 マネージャーへ 
L 15:11.44 14:56.34 ▲0:15.10 マネージャーへ 

 

 

 関東インカレでの成績 

関東インカレ入賞者の数を表 27に示す。予選会突破期は、800mや 1500mといった中距離種

目での入賞であったが、シード維持期から、1 万 m、ハーフマラソンでの入賞者を輩出し、連勝期

では、ハーフマラソンの入賞者を毎年輩出し、さらには、ユニバーシアードに毎回選手を送り出し

ていた。 

表 27 関東インカレ入賞者等の人数 

 年 
関東 IC ユニバーシ

アード 

代表 
800ｍ 1500ｍ 5000ｍ 1万ｍ 

3000ｍ

SC 
ハーフ

マラソン 

予選会突破期 

2004        

2005 1 2    1  

2006 2 2   2 1  

2007 1 1   3   

2008 1  1  1   

シード維持期 

2009  2  1 2   

2010  1 1  1   

2011    1   1 

2012  2 1  3 1  

2013  2 1  1   

連勝期 

2014  3 2 1 1 3  

2015  3 2 1 1 2 2 

2016  3 3 2  1  

2017  2 1 1  1 1 
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 箱根駅伝予選会での記録 

2004年度第 81回箱根駅伝予選会から陣頭指揮した。81回大会から 85回大会までの箱根駅

伝予選会での記録を表 28に示す。 

まず、予選会から本大会への出場枠は 10枠あるが、そのうち、1枠は学連選抜チームの枠であ

り、例年予選会からは 9 校が出場する。したがって、1 年目から 4 年目までの 4 年間は 9 枠で、5

年目の第 85 回は記念大会となり本大会の出場枠が 3 枠増え、23 校となったため、12 校が選ば

れる予定だったが、84 回大会本戦で学連選抜チームがシード権を獲得したことから、学連枠は予

選会にまわり、計 4枠に増え、本線出場枠は 13校だった。 

青学大駅伝チームと本選出場チームまでのタイム差は、1年目は 9位チームから 8分 26秒差、

2 年目は 7 分 4 秒差、3 年目は 9位チームから 15 分 49 秒差に広がった。4年目は 9 位チーム

と 1分 19秒、一人あたり 8秒差まで縮め 10位と次点になった。5年目は 13位となり 33年ぶりと

なる本戦出場を決めた。14位次点チームとは 9秒差一人当たり 1秒の僅差であった。 

 

表 28 箱根駅伝予選会での記録 

年度 
大会 

監督就任 

2004年度 
81回 
1年目 

2005年度 
82回 
2年目 

2006年度 
83回 
3年目 

2007年度 
84回 
4年目 

2008年度 
85回 
5年目 

本戦出場枠 9 9 9 9 13 
着順 16 13 16 10 13 

本戦出場チームとの 
タイム差 

8分 26秒 7分 04秒 15分 49秒 1分 19秒 ＋9秒 

一人当たりのタイム差 51秒 42秒 1分 35秒 8秒 ＋1秒 
総合成績 

20㌔×10人 
10時間 

22分 17秒 
10時間 

26分 02秒 
10時間 

32分 46秒 
10時間 

14分 37秒 
10時間 

20分 33秒 
一人当たりの 20㌔タイム 62分 14秒 62分 36秒 62分 16秒 61分 28秒 62分 03秒 

100番以内 
通過人数 

4 4 1 8 5 
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 箱根駅伝の成績 

青学大駅伝チームが箱根駅伝で記録したタイムを表 29 に、3 期ごとの推移を図 9 に示した。箱

根駅伝の記録は、予選突破期から連勝期にかけて平均タイムが速くなり（F(2)=4.74, p=0.005）、

連勝期はシード維持期に比べそれぞれ速くなっていた（p=0.004）。 

表 29 箱根駅伝の記録 

 年 タイム 期の平均 

予選会突破期 

2004 - 11：29.0 

2005 -  

2006 -  

2007 -  

2008 11：29.00  

シード維持期 

2009 11:21:25 11：15.41 

2010 11:13:20  

2011 11:08:46  

2012 11:25:59  

2013 11:08:53  

連勝期 

2014 10:49:27 10：56.10 

2015 10:53:25  

2016 11:04:10  

2017 10:57:39  

 

 

図 9 箱根駅伝の各期の平均タイムの推移 

11:29:00

11:15:41

10:56:10

10:33:36

10:40:48

10:48:00

10:55:12

11:02:24

11:09:36

11:16:48

11:24:00

11:31:12

11:38:24

予選会突破期

(2008)

シード維持期

(2009～2013)

連勝期

(2014～2017)
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 他の強豪校との比較 

 新入部員上位 5名入部時の 5000m平均タイム 

シード維持期の青学大駅伝チームと他強豪 9 大学の強豪 10 大学各校の新入部員の 5000m

タイム上位 5 名の平均タイムを表 30 に、連勝期を表 31 に示した。各大学の期毎の平均タイムの

推移は図 10に示した。シード維持期の 10大学の平均タイムは 14:22.90、連勝期は 14:18.45で

期間での差はなかった。大学毎の比較でシード維持期と連勝期で差があったのは、帝京大学

（F(1)=5.59,p=0.01）と神奈川大学（F(1)=5.59,p=0.03）であった。 

さらに他 9 大学の平均タイムと青学大駅伝チームのおよび期毎の平均タイムとを表 32 に、推移

を図 11 に示した。青学大駅伝チームと他強豪 9 大学の平均タイムはそれぞれシード維持期と連

勝期で 8.85秒、3.98秒縮めていたが、有意差はなかった。 

表 30 強豪１０大学の新入部員上位 5名入部時の 5000m平均タイム（シード維持期） 

  青学 日体 東洋 駒沢 帝京 早大 明大 東海 順天堂 神奈川 

2009 14:27.40 14:18.80 14:21.18 14:15.47 14:42.87 14:16.60 14:22.91 14:31.45 14:11.46 14:35.58 

2010 14:26.08 14:13.68 14:10.84 14:09.63 14:38.32 14:18.49 14:18.10 14:25.90 14:28.12 14:29.92 

2011 14:22.80 14:31.62 14:18.24 14:07.41 14:38.49 14:32.56 14:06.16 14:26.86 14:23.42 14:30.32 

2012 14:10.15 14:19.72 14:19.72 14:16.33 14:34.70 14:23.11 14:12.56 14:14.14 14:30.69 14:22.82 

2013 14:11.19 14:33.29 14:33.29 14:08.20 14:42.53 14:12.87 14:18.51 14:15.24 14:30.85 14:34.57 

平均 14:19.52 14:23.42 14:20.65 14:11.41 14:39.38 14:20.73 14:15.65 14:22.72 14:24.91 14:30.64 

表 31 強豪１０大学の新入部員上位 5名入部時の 5000m平均タイム（連勝期） 

  青学 日体 東洋 駒沢 帝京 早大 明大 東海 順天堂 神奈川 

2014 14:16.69 14:19.71 14:19.71 14:15.52 14:34.45 14:10.60 14:22.06 14:23.29 14:15.38 14:22.09 

2015 14:09.33 14:18.54 14:18.54 14:14.76 14:31.80 14:19.75 14:13.82 14:16.67 14:17.28 14:22.44 

2016 14:10.27 14:28.42 14:28.42 14:14.48 14:31.08 14:16.30 14:08.06 13:57.10 14:16.62 14:15.98 

2017 14:06.77 14:31.48 14:14.9 14:11.59 14:23.83 14:26.37 14:11.70 14:12.49 14:22.22 14:27.50 

平均 14:10.77 14:24.54 14:20.38 14:14.09 14:30.29 14:18.26 14:13.91 14:12.39 14:17.87 14:22.00 

 

図 10 強豪１０大学の新入部員上位 5名の 5000ｍタイムの推移 

14:09.31

14:26.59

14:43.87

シード維持期

（2009～2013）

連勝期

（2014～2017）

青学
早稲田
明治
日体
東洋
東海
順天堂
駒沢
帝京
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表 32 シード維持期と連勝期の青学大駅伝チームと他強豪大学の 

新入部員上位５人の入部時 5000ｍ平均タイム 

年 青学（再掲） 他 9 大学の平均 

シード維持期

2009 14:27.40 14:24.04 

2010 14:26.08 14:21.44 

2011 14:22.80 14:23.90 

2012 14:10.15 14:21.53 

2013 14:11.19 14:25.48 

平均 14:19.52 14:23.28 

連勝期 

2014 14:16.69 14:20.31 

2015 14:09.33 14:19.29 

2016 14:10.27 14:17.38 

2017 14:06.77 14:20.23 

平均 14:10.77 14:19.30 

図 11 シード維持期と連勝期の青学大駅伝チームと他強豪大学の 

新入部員上位５名入部時の 5000ｍ平均タイム 

箱根駅伝登録選手上位 10名の 5000m記録 

各校の箱根駅伝登録選手上位 10 名の 5000m のシード維持期の平均タイムを表 33 に、連勝

期を表 34 に示した。各大学の期毎の平均タイムの推移は図 12 に示した。シード維持期の 10 大

学の平均タイムは 14:07.78、連勝期は 14:02.88 であった。大学毎の比較でシード維持期と連勝

期で差があったのは、青山学院大学（F(1)=5.59,p=0.01）、東海大学（F(1)=5.59,p=0.02）、神奈

川大学（F(1)=5.59,p=0.004）で、連勝期がシード期に比べ速くなっていた。 

14:23.28

14:19.3014:19.52

14:10.77
14:10.18

14:11.90

14:13.63

14:15.36

14:17.09

14:18.82

14:20.54

14:22.27

14:24.00

シード維持期

(2009～2013)

連勝期

(2014～2017)

他9大学平均

青学



25 

さらに他 9 大学の平均タイムと青学大駅伝チームのおよび期毎の平均タイムとを表 35 に平均タ

イムの推移の比較を図 13 に示した。青学大駅伝チームと他強豪 9 大学の平均タイムはそれぞれ

シード維持期と連勝期で有意差はなかった。

表 33 箱根駅伝登録選手上位 10名の 5000m平均タイム（シード維持期） 

青学 日体 東洋 帝京 駒沢 早大 明大 東海 順天堂 神奈川 

2009 14:23.43 14:09.07 14:10.87 14:21.05 13:59.70 14:00.01 14:05.06 14:12.39 14:19.48 14:28.78 

2010 14:16.34 14:01.85 14:04.93 14:13.94 13:57.22 13:55.90 14:02.41 14:06.27 14:22.50 14:29.01 

2011 14:07.26 14:09.48 13:59.95 14:18.36 13:51.28 13:54.74 13:54.11 14:07.69 14:10.91 14:31.17 

2012 14:05.64 14:05.23 13:57.34 14:17.00 13:50.44 13:59.34 13:56.14 14:04.22 14:08.86 14:23.03 

2013 14:03.13 14:02.04 13:58.51 14:12.70 13:56.22 13:58.69 13:49.68 14:12.48 14:14.68 14:28.35 

平均 14:11.16 14:05.53 14:02.32 14:16.61 13:54.97 13:57.74 13:57.48 14:08.61 14:15.29 14:28.07 

表 34 箱根駅伝登録選手上位 10名の 5000m平均タイム（連勝期） 

青学 日体 東洋 帝京 駒沢 早大 明大 東海 順天堂 神奈川 

2014 14:00.15 14:13.33 14:03.08 14:16.33 13:52.45 13:55.73 13:54.89 14:05.40 14:09.62 14:18.30 

2015 13:56.52 14:12.46 13:55.53 14:20.98 13:57.07 13:56.67 13:59.42 14:00.28 14:11.98 14:14.17 

2016 13:49.79 14:02.60 13:57.29 14:11.51 13:57.35 13:57.47 14:01.35 13:52.63 14:06.70 14:12.55 

2017 13:53.45 14:03.04 14:04.85 14:12.41 14:03.10 14:04.05 14:01.25 13:47.47 14:03.75 13:58.14 

平均 13:54.98 14:07.86 14:00.19 14:15.31 13:57.49 13:58.48 13:59.23 13:56.45 14:08.01 14:10.79 

図 12 箱根駅伝登録選手上位 10名の 5000m平均タイムの推移 
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表 35 シード維持期と連勝期の青学大駅伝チームと他強豪大学の 

箱根駅伝登録選手上位 10名の 5000m平均タイム 

年 青学（再掲） 他 9 大学の平均 

シード維持期

2009 14:23.43 14:11.82 

2010 14:16.34 14:08.23 

2011 14:07.26 14:06.41 

2012 14:05.64 14:04.62 

2013 14:03.13 14:05.93 

平均 14:11.16 14:07.40 

連勝期 

2014 14:16.69 14:05.46 

2015 14:09.33 14:05.40 

2016 14:10.27 14:02.16 

2017 14:06.77 14:02.01 

平均 13:54.98 14:03.76 

図 13 シード維持期と連勝期の青学大駅伝チームと他強豪大学の

箱根駅伝登録選手上位 10 名の 5000m 平均タイム 

箱根駅伝登録選手上位 10名の 1万 m平均タイム 

各校の箱根駅伝登録選手上位 10名の 1万mのシード維持期の平均タイムを表 35に、連勝期

を表 36 に、各大学の期毎の平均タイムの推移は図１４に示した。シード維持期の 10 大学の平均

タイムは 29:16.64、連勝期は 29:06.80 で期間での差はなかった。大学毎の比較では、青山学院

大学（F(1)=5.59,p=0.002）、東海大学（F(1)=5.59,p=0.003）、神奈川大学（F(1)=5.59,p=0.003）

14:07.40
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14:11.16

13:54.98

13:53.76

13:58.08
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14:11.04
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で、いずれもシード維持期に比べ連勝期が速くなっていた。 

さらに他強豪平均タイムと青学大駅伝チームの平均タイムを表 38に、推移を図 15に示した。全

体平均はシード維持期と連勝期で差はなかった。 

表 36 箱根駅伝登録選手上位 10名の 1万m平均タイム（シード維持期） 

青学 日体 東洋 帝京 駒沢 明大 早大 順天堂 東海 神奈川 

2009 29:53.21 29:06.67 29:15.79 29:47.54 29:09.49 29:17.11 29:13.51 30:02.32 29:35.89 29:56.98 

2010 29:50.35 29:05.20 28:58.08 29:44.42 29:11.47 29:04.00 28:56.09 30:11.58 29:26.53 29:35.70 

2011 29:31.29 29:27.29 29:02.42 29:37.38 28:40.84 29:08.60 28:49.00 29:13.45 29:14.29 29:43.62 

2012 29:28.48 29:09.33 28:53.80 29:11.75 28:31.01 29:00.70 28:53.25 29:08.15 29:23.25 29:47.62 

2013 29:03.93 28.59.77 28:35.50 29:00.31 28:43.81 28:59.27 28:54.24 29:24.26 29:12.00 29:41.65 

平均 29:33.45 29:09.65 28:57.12 29:28.28 28:51.32 29:05.94 28:57.22 29:35.95 29:22.39 29:45.11 

表 37 箱根駅伝登録選手上位 10名の 1万m平均タイム（連勝期） 

青学 日体 東洋 帝京 駒沢 明大 早大 順天堂 東海 神奈川 

2014 28:48.09 29:21.58 28:58.78 29:17.35 28:42.57 28:50.13 28:56.96 29:19.37 29:01.15 29:21.94 

2015 28:35.60 29:12.14 29:02.07 29:22.56 28:53.81 29:02.48 29:02.72 29:12.28 28:58.06 29:28.91 

2016 28:41.53 28:56.57 29:01.68 29:34.48 29:09.78 29:08.35 29:01.22 29:04.61 29:00.95 29:05.15 

2017 28:52.03 28:59.61 29:08.36 29:12.22 29:15.23 29:21.01 29:10.69 29:05.42 28:43.10 29:01.49 

平均 28:44.31 29:07.47 29:02.72 29:21.65 29:00.35 29:05.49 29:02.90 29:10.42 28:55.82 29:14.37 

図 14 箱根駅伝登録選手上位 10 名の 1 万 m 平均タイムの推移 
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表 38　 シード維持期と連勝期の青学大駅伝チームと他強豪大学の
箱根駅伝登録選手上位 10 名の 1 万 m 平均タイム 

年 青学（再掲） 他 9 大学の平均 

シード維持期

2009 29:53.21 29:29.48 

2010 29:50.35 29:21.45 

2011 29:31.29 29:12.99 

2012 29:28.48 29:06.54 

2013 29:03.93 29:03.42 

平均 29:33.45 29:14.78 

連勝期 

2014 28:48.09 29:05.54 

2015 28:35.60 29:08.34 

2016 28:41.53 29:06.98 

2017 28:52.03 29:06.35 

平均 28:44.31 29:06.80 

　　　　　　　　　　　　
　各校の箱根駅伝登録選手上位 10 名のハーフマラソン平均タイムを表 39 に、連勝期の平均タイ

ムを表 40に、の推移は図 16に示した。シード維持期の 10大学の平均タイムは 1:04:17、連勝期

は 1:03:31 で期間での速くなった（F(1)=4.49, p=0.03）。大学毎の比較でシード維持期と連勝期

で差があったのは、青山学院大学（F(1)=5.59,p=0.001）、東海大学（F(1)=5.59,p=0.003）、神奈

川大学（F(1)=5.59,p=0.001）で、いずれも連勝期が速くなっていた 

29:14.78

29:06.80

29:33.45

28:44.31

28:39.36

29:05.28

29:31.20

シード維持期

(2009～2013)

連勝期

(2014～2017)

他9大学平均

青学

図 15 シード維持期と連勝期の青学大駅伝チームと他強豪大学の
箱根駅伝登録選手上位 10 名の 1 万 m 平均タイム

　　　　　　　　　　　　箱根駅伝登録選手上位 10 名のハーフマラソン平均タイム 
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さらに他強豪平均タイムと青学大駅伝チームの平均タイムを表の推移の比較を図１７に示した。

全体平均はシ速くなっていた（F(1)=4.49, p=0.03）。 

表 39 箱根駅伝登録選手上位 10名のハーフマラソン平均タイム（シード維持期） 

青学 東洋 日体 駒沢 帝京 神奈川 早大 明大 東海 順天堂 

2009 1:05:27 1:04:29 1:04:02 1:03:30 1:04:50 1:05:11 1:03:48 1:04:22 1:04:26 1:05:29 

2010 1:05:20 1:03:51 1:04:01 1:04:04 1:04:49 1:04:56 1:03:19 1:04:18 1:04:08 1:06:47 

2011 1:05:15 1:03:41 1:04:42 1:03:57 1:05:19 1:05:04 1:03:32 1:04:40 1:04:36 1:05:32 

2012 1:04:08 1:03:18 1:03:51 1:02:57 1:03:50 1:04:33 1:03:19 1:03:48 1:05:26 1:04:19 

2013 1:04:11 1:02:55 1:03:33 1:03:00 1:03:49 1:04:34 1:02:54 1:03:30 1:04:02 1:04:56 

平均 1:04:52 1:03:39 1:03:39 1:03:30 1:04:31 1:04:52 1:03:22 1:04:08 1:04:32 1:05:25 

表 40 箱根駅伝登録選手上位 10名のハーフマラソン平均タイム（連勝期） 

青学 東洋 日体 駒沢 帝京 神奈川 早大 明大 東海 順天堂 

2014 1:03:35 1:03:11 1:03:44 1:02:28 1:03:57 1:04:06 1:02:43 1:03:30 1:03:28 1:04:13 

2015 1:02:45 1:03:11 1:03:39 1:03:03 1:03:40 1:04:01 1:02:50 1:03:24 1:03:15 1:04:01 

2016 1:02:47 1:03:14 1:03:07 1:03:05 1:04:12 1:03:57 1:02:42 1:03:50 1:03:09 1:04:40 

2017 1:03:08 1:03:57 1:03:37 1:03:10 1:03:52 1:03:38 1:03:39 1:04:44 1:02:45 1:04:39 

平均 1:03:04 1:03:23 1:03:32 1:02:56 1:03:55 1:03:56 1:02:59 1:03:52 1:03:09 1:04:23 

図 16 箱根駅伝登録選手上位 10名のハーフマラソン平均タイムの推移 

1:02:47

1:03:30

1:04:13

1:04:57

1:05:40

シード維持期

（2009～2013）

連勝期

（2014～2017）

青学
早稲田
明治
日体
東洋
東海
順天堂
駒沢
帝京
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表 41 シード維持期と連勝期の青学大駅伝チームと他強豪大学の 

箱根駅伝登録選手上位 10名のハーフマラソン平均タイム 

年 青学（再掲） 他 9 大学の平均 

シード維持期

2009 1:05:27 1:04:27 

2010 1:05:20 1:04:28 

2011 1:05:15 1:04:34 

2012 1:04:08 1:03:56 

2013 1:04:11 1:03:41 

平均 1:04:52 1:04:13 

連勝期 

2014 1:03:35 1:03:29 

2015 1:02:45 1:03:27 

2016 1:02:47 1:03:33 

2017 1:03:08 1:03:47 

平均 1:03:04 1:03:34 

図 17 シード維持期と連勝期の青学大駅伝チームと他強豪大学の

       箱根駅伝登録選手上位 10 名のハーフマラソン平均タイム 

1:04:13

1:03:34

1:04:52

1:03:04

1:02:38

1:03:22

1:04:05

1:04:48

1:05:31

シード維持期

(2009～2013)

連勝期

(2014～2017)

他9大学平均

青学



31 

在籍中の成長 

表 42～51 にそれぞれの大学の 2008 年度入学者から 2014 年度入学者の 5000m の入学時

ベスト記録と在籍中のベスト記録との差を示した。 

 5秒以上タイムが縮まったのは対象の 7年次中 5回が青学大、4回が東海、3回が日体、明治、

順天堂、2回が早稲田、神奈川、帝京、１回が東洋、駒沢であった。 

表 42 青学大の成長（再掲） 

入学-卒業年度 入学時 在籍時ベスト 差 

2008-2011 14:51.06 14:31.84 ▲00:19.23
2009-2012 14:27.40 14:21.61 ▲00:05.79
2010-2013 14:26.08 14:17.56 ▲00:08.52
2011-2014 14:22.80 14:15.21 ▲00:07.59
2012-2015 14:10.15 14:11.84 00:01.69
2013-2016 14:11.19 14:11.87 00:00.68
2014-2017 14:16.69 14:10.77 ▲00:05.92

表 43 日体大の成長 

入学-卒業年度 入学時 在籍時ベスト 差 

2008-2011 14:37.65 14:25.44 ▲00:12.21
2009-2012 14:18.80 14:20.96 00:02.16 
2010-2013 14:13.68 14:24.58 00:10.90 
2011-2014 14:31.62 14:26.09 ▲00:05.53
2012-2015 14:19.72 14:22.82 00:03.10
2013-2016 14:33.29 14:24.99 ▲00:08.30
2014-2017 14:19.71 14:24.54 00:04.83 

表 44 東洋大の成長 

入学-卒業年度 入学時 在籍時ベスト 差 

2008-2011 14:14.61 14:16.22 00:01.61 

2009-2012 14:21.18 14:17.50 ▲00:03.68
2010-2013 14:10.84 14:20.52 00:09.68
2011-2014 14:18.24 14:22.74 00:04.50
2012-2015 14:19.72 14:22.82 00:03.10
2013-2016 14:33.29 14:24.99 ▲00:08.30
2014-2017 14:19.71 14:20.38 00:00.67 

表 45 駒沢大の成長 

入学-卒業年度 入学時 在籍時ベスト 差 

2008-2011 14:26.53 14:14.76 ▲00:11.77
2009-2012 14:15.47 14:12.21 ▲00:03.26
2010-2013 14:09.63 14:10.39 00:00.76
2011-2014 14:07.41 14:11.87 00:04.45
2012-2015 14:16.33 14:13.70 ▲00:02.63
2013-2016 14:08.20 14:13.24 00:05.04
2014-2017 14:15.52 14:14.09 00:01.43 
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表 46 帝京大の成長 

入学-卒業年度 入学時 在籍時ベスト 差 

2008-2011 14:46.63 14:41.58 ▲00:05.05
2009-2012 14:42.87 14:38.60 ▲00:04.27
2010-2013 14:38.32 14:38.51 00:00.19
2011-2014 14:38.49 14:37.54 ▲00:00.95
2012-2015 14:34.70 14:35.87 00:01.17
2013-2016 14:42.53 14:34.97 ▲00:07.56
2014-2017 14:34.45 14:30.29 ▲00:04.16

表 47 早稲田大の成長 

入学-卒業年度 入学時 在籍時ベスト 差 

2008-2011 14:12.58 14:20.06 00:07.48 

2009-2012 14:16.60 14:22.69 00:06.09 
2010-2013 14:18.49 14:21.76 00:03.27 
2011-2014 14:32.56 14:19.78 ▲00:12.78
2012-2015 14:23.11 14:16.58 ▲00:06.53
2013-2016 14:12.87 14:14.88 00:02.01
2014-2017 14:10.60 14:18.26 00:07.66 

表 48 明治大の成長 

入学-卒業年度 入学時 在籍時ベスト 差 

2008-2011 14:22.76 14:17.48 ▲00:05.28
2009-2012 14:22.91 14:14.93 ▲00:07.98
2010-2013 14:18.10 14:13.83 ▲00:04.27
2011-2014 14:06.16 14:14.82 00:08.66
2012-2015 14:12.56 14:16.74 00:04.18
2013-2016 14:18.51 14:15.61 ▲00:02.90
2014-2017 14:22.06 14:13.91 ▲00:08.15

表 49 東海大の成長 

入学-卒業年度 入学時 在籍時ベスト 差 

2008-2011 14:27.12 14:27.83 00:00.71 

2009-2012 14:31.45 14:24.59 ▲00:06.86
2010-2013 14:25.90 14:20.53 ▲00:05.37
2011-2014 14:26.86 14:19.88 ▲00:06.98
2012-2015 14:14.14 14:17.33 00:03.19
2013-2016 14:15.24 14:13.08 ▲00:02.16
2014-2017 14:23.29 14:12.39 ▲00:10.90

表 50 神奈川大の成長 

入学-卒業年度 入学時 在籍時ベスト 差 

2008-2011 14:3796 14:33.45 ▲00:04.51
2009-2012 14:35.58 14:29.66 ▲00:05.92
2010-2013 14:29.92 14:29.41 ▲00:00.51
2011-2014 14:30.32 14:27.45 ▲00:02.87
2012-2015 14:22.82 14:25.48 00:02.66
2013-2016 14:34.57 14:23.77 ▲00:10.80
2014-2017 14:22.09 14:22.00 ▲00:00.09
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表 51 順天堂大の成長 

入学-卒業年度 入学時 在籍時ベスト 差 

2008-2011 14:29.48 14:23.12 ▲00:06.36
2009-2012 14:11.46 14:23.42 00:11.96 
2010-2013 14:28.12 14:28.27 00:00.15 
2011-2014 14:23.42 14:25.09 00:01.67 
2012-2015 14:30.69 14:23.55 ▲00:07.14
2013-2016 14:30.85 14:20.03 ▲00:10.82
2014-2017 14:15.38 14:17.87 00:02.49 

予選会突破期の壁 

2004年度第 81 回箱根駅伝予選会から 2008 年度 85 回箱根駅伝予選会で 33年ぶりの本大

会出場を決めた時期までが予選会突破期である。 

この時期においては、「運営基盤のない組織」体制、「無計画な練習」、優秀な人材を求めての

「スカウト活動の難しさ」や「未成熟な強化支援体制」など強化体制作りとなる基礎的な課題に対し

て壁に遭遇した。 

 運営基盤のない組織という壁 

就任時には①寮生活の乱れ ②共通理念のなさ ③計画性のない練習の 3 つの問題を感じた。 

1) 就任直後の町田寮の様子

2004 年度監督就任以前は、青学大駅伝チーム専用寮はなく選手は各々の場所で生活してい

た。一部の選手は陸上競技部が指定した 2～3 の周辺アパートに一人暮らしをさせ、朝練習時間

を決め運営していたが、朝練習の集合に出てこない選手、集合後すぐに部屋に戻る選手、朝昼夕

の食事は各自に任され栄養管理されていない食事を食べ、門限もなく夜遅くまで深酒をする選手、

一般学生としてはある意味当たり前の光景ではあるが、アスリートとしては問題行動だらけの生活を

していた。 

そのような生活習慣をしていた多くの 2～4 年生と監督就任時にスカウトした特別強化指定部で

入学した選手と町田寮で共同生活がスタートした。 

監督就任 1 年目は、いきなり一方的な指導体制をひくのでなく、選手の意識や性格等を見なが

ら自主性を重んじるという観点から、特に門限も設けず、食事時間もバラバラ、朝練習も集合後フリ

ーという体制をとっていた。しかし、このような状態では、学生スポーツであり実業団選手のような仕

事として走っている選手ではないので、チームのベクトルが一つになっていなかった。門限破りや

飲酒による体調不良者等が数多くいたのも事実である。まずは、目指すべきベクトルを同方向にし、

生活習慣を整える事が競技レベルを上げるための第一歩だと考え町田寮の運営規則をしっかりさ

せることからスタートさせた。 

2) アクション 1 寮規則および部則の充実を図る

就任時、町田寮の寮規則を明文化した。この時明文化した寮規則は、経年的に調整し 4年目に

確立した規則は現在も続いている。 
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4 年目の変更当初は下級生を中心に反発が起こり退部者も出たが、新 4 年生の箱根駅伝出場

にかける熱い情熱の下で変更ができた。強化 3年目の予選会惨敗を受け新キャプテンの発案によ

り実施した。寮規則の変更はチームとしての最初の転換期であった。 

このとき（強化・就任 4年目）の主な変更点二つで、①一人 1部屋制から二人 1部屋制にしたこ

とと②朝練習の時間を 30 分早め、さらに集合場所を玄関前集合から、寮から 800m 離れた公園

へ変更した点である。 

3) アクション 2 町田寮の一日のスケジュールを変更

監督就任後の一日の基本的な生活の流れの相違を表52に示した。就任の2年目に一度変更、

さらに 4 年目に新キャプテン主導で変更した。4 年目に変更したスケジュールは現在も続いている。 

この変更により、練習開始前に体調の確認や練習に臨む態勢作りを各自が行う時間の確保がで

きた。食事を全員でとることにより、食事を残すことが減った。休養日の変更は全部員が集合できる

授業がない土日にトレーニング時間を確保するという観点から月曜日を積極的な休養日フリーとし

た。 

表 52 一日の基本的な生活の流れ 

4) アクション 4 理念の共有

就任時にチームの一体化を図り、目指す道を明確化させることを狙い、チーム理念でもある「行

動指針」(図 18)を掲げ理念の共有に取り組んだ。さらにこの理念に基づき、年度ごとのテ

ーマ(表 53）を作成し、テーマの共有にもつとめた。 

行動指針は、就任以来一貫して同じである。行動指針の三か条は哲学的なものである。「そのタ

イミングタイミングでやり方は違うが」目標に向かって努力していこうという思いが伝わる言葉にして

監督就任当時 監督就任 2-3年目 監督就任 4年目以降 

朝練習 

6時 

町田寮玄関前に集合。 

集合後各自 JOG 

6時 

町田寮玄関前に集合（一時期
7時集合） 
週に 2～3回集団走を実施。 

5時 30分、 

町田寮から 800m 離れた公園
に集合。 

週に 2～3回集団走を実施。 

朝食 

月曜日から土曜日 

特に時間を定めず各自で食べ
る。 

火曜から日曜日 

朝練習終了後(基本は 7 時 20

分)速やかに。寮生全員で「頂
きます」は一緒にする。 

火曜日から日曜日 

朝練習終了後(基本は 7 時 20

分)速やかに。寮生全員で「頂
きます」は一緒にする。 

掃除 

特に時間を定めず 

寮生全員で輪番制 

1人で実施。 

毎朝朝食後 

寮生全員で輪番制 

1人で実施。 

毎朝朝食後 

寮生全員で輪番制 

2人 1組で実施。 

メイン練習
授業後(基本 16時から) 

水・土がメイン練習日 

特に授業割りの工夫はしない。 

授業後(基本 16時 20分から) 

水・土・日がメイン練習日 

特に授業割りの工夫はしない。 

授業後(基本 16時 20分から) 

水・土・日がメイン練習日 

授業割りの工夫をする。 

休養日 日曜 月曜 月曜 

夕食 月曜日から土曜日 

特に時間を定めず各自で食べ
る。 

火曜から土曜日 

練習終了後(基本 19時 20分) 

寮生全員で「頂きます」一緒に
する。 

火曜から土曜日 

練習終了後(基本 19時 20分) 

寮生全員で「頂きます」は一緒
にする。 

門限 22時・点呼はとらない 22時・点呼はとらない 22時・点呼はとらない 
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いる。 

テーマは 1年事にチームの状況に合わせて、その年度にかける思いをメッセージとして掲げて

いる。 

図 18 行動指針 

表 53 監督就任からの年度ごとのテーマ（予選会突破期） 

年度 テーマ 意味合い 

2004 強化部としての意識改革 従来の課外活動とは違い人物金等の支援を受ける
立場となり、様々な局面においての振る舞いや箱根
駅伝に向き合う気持ちを変えていく初年度になるとい
う思いで設定された。 

2005 一体感 強化部としての意識改革を進めるうえでチーム一丸と
なってその思いを持たなければならないという事で設
定された。 

2006 戦う集団づくり 我々のチームは仲良しグルーブではないのだ、他大
と戦い本戦出場を勝ち取るのだという思いで設定さ
れた。 

2007 全ては箱根駅伝の為に 
「チーム」 

3年目の惨敗を受けて真に箱根駅伝出場を目指す
のであればチームとして寮生活や練習すべて情熱を
注いでいこうという思いで設定された。 

2008 全ては箱根駅伝の為に「気」 2007年度のテーマを引き継ぐさらに気持ちを入れて
箱根駅伝出場を目指そうという思いで設定された。 

無計画な練習 

監督就任以前の練習内容は、年度の主将や主務を中心に練習計画を考え、主に主将の高校

時代の練習ノウハウをもとに作成され、監督からの指示により練習をする習慣はなかった。 

1) アクション１ 計画的な練習

就任時より、試合や練習に対する目的を理解させることが重要だと考え、ターゲットとする試合に
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向けてベクトルを合わせ、1年間の試合・合宿計画、3ヶ月スパンの計画、個別試合参加予定、1ヶ

月の練習計画を作成し強化に励んだ。 

つまり、試合にピークを合わせることを意識した計画である。 

就任当時の練習は春のトラックシーズンにもかかわらず、スピード系の練習よりは距離走系の練

習も数多く行わせていた。具体的には、月に 3回以上 25㌔以上の距離走を入れたり、25㌔～30

㌔の距離走の次の日に 14000ｍ＋1000×2 といったセット練習を 3 日置きに繰り返す練習を課し

ていた。また、夏合宿においても 11 泊 12 日の合宿期間中に 30 ㌔の翌日に 1 ㌔×10 本をワン

セットに 3 日置きに 3 セットの同種の練習を課していた。力のない選手に対し、監督の出身母体で

もある当時日本一のチーム中国電力陸上部のものまねをしていた。日本一の練習をすれば日本

一になれると勘違いをしていた時期である。 

計画的な練習に取り組んだつもりではあったが、当時の内容は未熟で、数年をかけて、現在の

内容に定着していった。当時は練習内容への知識が乏しく、オーバーメニューで故障者を多く抱

えることになったもの事実である。 

 

 スカウト活動の難しさという壁 

監督就任、当時のスカウト活動を振り返ってみると、全国の高校への学校訪問やインターハイや

全国高校駅伝の県予選、地区予選、全国大会や各種記録会や大会等へとにかくあししげく通って

いた。 

本学の強化開始が決まったのが 2003年 7月ごろで、監督就任が決まったのも同時期だったこ

とから、初年度のスカウト活動は 2003年 8月からスタートした。また、筆者の正式な監督就任は翌

年度 2004年 4月からという事もあり中国電力社員として働く中でのボランティアでの勧誘活動で

あった。 

8月はメインのスカウティングの場であるインターハイがすでに終了し、他大学のスカウト活動は

ひと段落している時期である。当時はすでに 20大学以上が箱根駅伝強化を行っていて、スカウテ

ィングにはそもそも熾烈な争いがあった。したがって、他校のスカウティングが終了した時点での始

動であり、有望な人材の多くは行き先が決まっている状況での活動開始であり、困難を極めた。 

したがって、高度な基準は設けることができず、勧誘のひとつの目安として競技面では 5000ｍ

14 分台は設定したものの、学力面では特にこだわりはもたなかった。この時期のスカウティング時

にかけられた言葉に代表されるように（表 54）新任の無名監督候補ではスカウティングは非常に難

しく、出身校や同窓生監督などの人脈を頼ってのスカウティングが中心だった。表 46の言葉からも

わかるように信頼関係を築くには時間がかかるであろうと直感した。 
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表 54 スカウティング時にかけられた言葉 

  

1) アクション１ ターゲットを絞ったスカウト活動 

勧誘のひとつの目安として競技面では 5000ｍ14 分台は設定した。その結果、得られた選手

の入学時の 5000mのタイムは表 55の通りである。 

さらには、青学大駅伝チーム強化方針と原の人となりを全国の高校指導者に認知して頂くた

め、大会会場への視察を続ける一方である程度のターゲットを絞り勧誘活動を行った。 

ポイントとしては筆者自身の出身大学や高校、出身大学や出身高校 OB の先生がいる高校、キ

リスト教系列高校、全国高校駅伝の強豪校とした。就任から 5 年間にスカウトし入学した選手の

約 4割（14名）は監督の出身高校および大学関係者つながりによるものであった。(表 56) 

 

表 55 監督就任から 5年間のスカウト選手入学時 5000m上位 5名の平均タイム 

入学年度 箱根駅伝大会 監督就任年数 タイム 

2004 第 81回 就任時 14分 49秒 
2005 第 82回 2年 14分 29秒 
2006 第 83回 3年 14分 25秒 
2007 第 84回 4年 14分 49秒 
2008 第 85回 5年 14分 51秒 

表 56 監督就任から 5年間のスカウト選手入学者の主な出身高校 

関係性 高校 延べ人数 備 考 

監督出身高校 世羅 2  
監督出身高校 OB とのつながり 沼田 2  
 高水 1  
監督の出身大学 中京大中京 4  
監督出身大学 OB とのつながり 洛南 1  
 加藤学園 1  
キリスト教関係 九州学院 2  
 鎮西学院 1  
高校駅伝強豪校 西脇工 2 全国高校駅伝優勝 8回 
 小林 1 全国高校駅伝優勝 7回 
 報徳 1 全国高校駅伝優勝 6回 
 大牟田 1 全国高校駅伝優勝 5回 
 佐久長聖 1 全国高校駅伝優勝 1回 
 倉敷 1 全国高校駅伝優勝 1回 
 白石 2 全国高校駅伝準優勝 1回 
その他高校 延べ 13高校 16  

高校指導者から言葉 

・28年間遠ざかっているチームが本戦出場は出来るのか。 
・各大学の多くの監督は指導実績、現役時代選手としての実績を持つが実績のない原監督がど
のように指導するのかわからない。 
・出場チームの多くが手厚い強化体制が整っているが、専用グランドを持たない青学大は本気
で強化しようとしているのか不安である。 
・以前強化するといって何度か入試で落ちたが今回は大丈夫なのか。 
・卒業後の進路体制はどのようになっているのか。 
・どのような学部があるのか。4年間で卒業できるのか。 
・強豪校で質の高い練習をして自分の能力を高めたいが、青学大では難しいと思う。 
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2) アクション２ 進級・卒業や就職活動のサポート  

監督就任時より、スカウトの有無にかかわらず、入部した学生を卒業、就職させることが、各校の

指導者、保護者からの信頼をえるには必要と考え、学業、就活へのサポートを強化した。 

就任から 5年間の部員数、入部・退部者数、進級状況、就職先等は表 57のとおりである。2006

年度就任 3 年目には、部の方針とあわず退学者 2 名と退部者 1 名計 3 名が部を離れる事態とな

った。卒業不可者は 5年間で 1名、留年者は 3名であった。 

初めてスカウトした 2004 年度入学者は 9 名入部し１名途中退部、1名留年後退学したが、4年

間クラブに在籍した 7名の学生は 100%就職した。 

 

表 57 監督就任から 5年間のスカウト選手の新旧・留年・就職実績等 

入学年度 2004 2005 2006 2007 2008 

入部者 9 9 8 9 5 

退学者 0 0 2 0 0 

退部者 1 0 1 1 1 

2年→3年進級
不可者 

0 0 0 0 0 

留年者数 1 2 0 0 0 

卒業不可者 1 0 0 0 0 

就職率 100 100 100 100 100 

4年後の 
主な就職先 

あんしん生命 

中学教員 

警視庁 

野村証券 

持田薬品 

ヤクルト 

十八銀行 

中電工 

ヤクルト 

博報堂 

福屋 

パラマウント
ベット 

JR東日本 

中国電力 

ミズノ 

広島銀行 

積水ハウス 

東京電力 

マルハ 

プレス工業 

東京フォーラ
ム 

 

3) アクション３ 競技力向上 

スカウトした学生を確実に成長させることで、各高校指導者や選手からの信頼が得られ「青学大

に入学すれば成長する」という流れをつくることがより力のある選手のスカウトが出来ると考え実行し

た。 

まずは高校生の走力の基準となる 5000m を成長させることにスポットを当てた。もう一つの指標

として、強化 5年以内に箱根駅伝出場を目指し取り組んだ。 

その結果強化部 1 期-5 期の 4 年間、入部選手延べ 40 名中 33 名（約 88%）の選手が高校時

代の自己記録を更新した(表 16～表 20)。また、強化 2期生が 4年時の強化開始 5年目には、33

年ぶりに箱根駅伝出場した。 

6期目以降もほとんどの選手が大学時代に 5000ｍの自己記録を更新している。 
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 強化支援体制の壁 

2004 年度特別強化指定部としてスタートした駅伝チームは大学から主に 4 つの強化支援策を

頂いた。専任監督の招聘、8名の特別スポーツ推薦、駅伝チーム専用合宿所購入、500万円の強

化支援金であった。当時は他の課外活動クラブからはこの特別支援策に対し妬みや批判の声が

多くあがった。 

しかし、専用のグランドを持たずに選手強化し箱根駅伝出場させることは非常に難しい状況であ

った。週 3 日の練習は青学大相模原キャンパス内の 1.3 ㌔外周走路や町田寮周辺の境川沿い

4.3 ㌔の周回コースで実施し、週 3 回のトラック練習は町田市営陸上競技場や大和市営陸上競技

場にて練習をしてきた。時に施設が利用できない際には電車移動により多摩川の河川敷や海老名

市営陸上競技場を利用して練習を行っていた。 

大学当局には粘り強く他大学の強化支援策の資料表 7等も見せながらお願いにあたってきたが

大きな変化を見られなかった。むしろ強化撤退の流れにもなってきたのも事実である。特に、就任

3年目での成績降下は廃部の危機に陥った。 

 

1) アクション１ 大学執行部への提案 

大学執行部に対して、3 つの提案をした。提案にあたっては、ただ闇雲に「これだけの体制が整

ってないから予選会突破できないのだ」と言うだけではなく、現場の責任者として今与えられた環

境で精一杯努力はいたしますが、特別強化指定部として大学あげての取り組み活動にしていただ

きたい旨を伝えた。 

一つ目の提案は、独自調査によりまとめた強化支援体制(表 7)による他大学との強化支援体制

との比較である。明らかに他大学と強化ハンディーがある旨を伝え「推薦枠」「スタッフ」「練習環境」

「強化資金」の支援体制の充実を提案した。二つ目は、監督および陸上競技部に対する誹謗中傷

の声を抑えて頂くこと、また三つ目は、陸上競技部の永続的な強化であった。仮に予選会突破で

きなく「3 年契約の原を契約解除することがあったとしても」、陸上競技部の強化を止めることだけは

ないようにしてほしいと提案した。 

 

 シード権維持からより上位になる時の壁 

2009 年度第 86 回箱根駅伝で 41 年ぶりのシード権の獲得からシード権維持を獲得し続けた

2013年度 90回箱根駅伝の間までがシード権維持期である。 

この時期はシード権を 5 年連続獲得したがベスト５から一歩抜け出せない、伸び悩みという壁が

あり、その具体的な内容は①上意下達の限界界 ②トレーニング内容の限であった。  

 

 上意下達の限界という壁 

この時期は規則正しい生活か確立し、安定した練習ができシード権が維持できるようになったも

のの、上位に食い込むための伸びに何が必要かを考えた時期であった。予選会突破までは監督

からの一方的な指示で乗り越えることができたが、一方的な指示には限界がでてきた。つまり、シ
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ード権維持からより上位に移行するには、選手各自の成長とより強固なチームワークが必要と考え、

チーム内のコミュニケーション促進への取り組みを始めた。 

 

（１）アクション１ コミュニケーション力の向上 

① 朝の一言スピーチ (図 19) 

朝食時に輪番制で 1分間のプレゼンテーションを行う。テーマは自由に選び、ホワイトボードに

キーワードを記述し起承転結にまとめ最後は陸上競技に落とし込み話をする。寮生全員の前で

話をすることで頭の回転も良くなるし言葉の操り方を学び表現力ある選手になることを狙いとする。 

さらに、絶えず教えあう、学びあう、伝達しあうという雰囲気の醸成を目指し、テーマはモチベー

ションを高められるテーマを選ぶことを推奨した。 

 

 

図 19 朝の一言スピーチの様子 

 

② 目標管理ミーティング  

原則毎月 1回目標管理ミーティングを開催している。学年や能力関係なく 5～6人をひとグ

ループに A4用紙の目標シートと反省シートにより約 1時間行われる。 

2014 年 12 月目標管理シート神野(図 20)では、上段～最強に向けての徹底～は新体制

時に決めた 1 年間の目標。氏名。12 月箱根駅伝に向けては前月の反省時に翌月のテーマ

決めされる毎月のテーマ。『箱根駅伝 区間賞 78分 30秒』は毎月のテーマを受けての個別

の目標。その下には〈具体案〉として自身の出来る達成可能な事項をより数値化した言葉にし

て記述していく。振り返りシート(図 21)では図 3 における成果や反省点を記述する。目標と反

省の繰り返しを毎月実施している。 

様々な立場の選手と話し合いをすることでチームの現状や選手間でのアドバイス等を行い
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コミュニケーション能力の向上が期待される。 

 

 

図 20 目標シートの例 

 

図 21 振り返りシートの例 
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 トレーニング内容の限界の壁 

当時はラジオ体操のような準備運動、腕立て伏せといった従来型のフィジカルトレーニングで、

長距離走に見合ったトレーニングとは程遠い状況にあり、故障者も多かった。そのため、専門家の

協力も得て長距離走にあったフィジカルトレーニング、走法の見直しを行った。 

(1) アクション トレーニング法の見直しと走法の改善 

ただ闇雲に練習をするのでなく効率的な走りはできないかと走り方の改善方法を模索してい

た。外部機関の専門のフィジカルトレーナーと連携し、従来の体操と補強運動の見直しを行い、

愛称「青トレ」を作り出した。青トレの開発は体幹補強、長距離走にふさわしい体づくりを具現化

であった。 

2014 年度にコアトレーニング、動的ストレッチをベースとした青トレの導入により、効率的な走

りと故障しにくい体づくりができた。その結果、記録が向上し、さらには箱根駅伝で初優勝した。 

 

 連勝期における壁とチャレンジ 

2014年度第91回箱根駅伝で初の総合優勝し、翌年度第92回は39年ぶりの完全優勝、2017

年度第 94回まで 4年連続総合優勝の間が連勝期である。 

この時期における壁は、①個人およびチームの勘違い化 ②１人体制の限界 ➂他大学の脅威

である。  

また、2017 年度は 91～93 回大会時にいたような「山の神」、「絶対的エース」と修飾される選手

が卒業しており、チームには漠然とした不安が漂っていた。 

 

 個人及びチームの勘違いという壁 

ある程度強化運営が確立される中、部内の組織メカニズムが確立され様々な事項が「ルーティン

化」され、選手たちは部に所属するだけで強くなると勘違いし、改革心が希薄化してきた。チームは

「マンネリ化」の状態になってきた。また、強豪校となり多方面からの支えを頂き「支援されて当たり

前」となった個人やチームの雰囲気となってきた。 

(1) アクション 1 全体ミーティングを通じての意識改革 

全体ミーティングで話す内容が、箱根駅伝で勝つだけの話題ではなく、2020 年東京五輪

マラソンに向けての取り組みの話題や、陸上界全体の問題点等についての話題に触れ、大き

な視点に立った取り組みをしていく事を意識づけさせた。 

(2) アクション 2 マラソンへのチャレンジ 

箱根駅伝創設者金栗氏の思いに立ち返り、マラソンへの取り組みを意識させた。そして、

2020 年東京五輪の決定もあり、この世代から東京五輪への取り組みを意識させマラソンへの

チャレンジを開始した。選手選考にあたっては、夏１次強化合宿の際に意向調査するとともに

１万ｍやハーフマラソンの自己ベストを勘案して参加者を決定した。目標タイムは２時間１３分

切りとした。その結果、以下のようにそれぞれの選手が出場し、結果を残した（表 58）。 
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表 58 マラソン出場選手 

年度 大会 出場選手 タイム 

2015年度 東京マラソン 下田 

一色 

橋本 

渡邊 

2時間 11分 34秒 

2時間 11分 45秒 

2時間 14分 28秒 

2時間 16分 01秒 

2016年度 東京マラソン 中村 2時間 12分 58秒 

2016年度 静岡マラソン 小田 2時間 17分 01秒 

 

(3) アクション 3 マラソン世界トップ選手との交流 

2016年度東京マラソンで優勝したケニアのキプサング選手と町田寮にてケニアにおける生

活スタイルや練習内容等のお話を聞くことができた。 

 

(4) アクション 4 一年間のテーマの変化 

予選会突破期では内部に視点を当て駅伝強化に向けて一生懸命頑張ろうと言ったテーマ 

になっていたが、三期では陸上界全体に目を向けた未来志向なメッセージを伝えるテーマと

した。（表 59） 

 

表 59 連勝期のチームテーマ 

年度 テーマ 意味合い 

2014 最強に向けての徹底 箱根駅伝初優勝に向け、面子は揃った。その実現には寮生
活をはじめ様々な事項に対して基本を徹底させようと言う思
いで設定された。 

2015 その一瞬を楽しめ 箱根駅伝連覇のかかる今期プレッシャーに負けないために
も、基本を大切にやるべきことをやったのであれば、楽しんで
試合に臨もうという思いで設定された。 

2016 この色合わせて緑となれ 13年目となる今期、これまでのチーム青山として結束し戦っ
てきたけれど、もっと個々の戦う場所を設定しようとの思いを
持つことを大切にしよう。しかし、最終的にはチームカラーで
もある緑に染まろうという思いで設定された。 

2017 青山オリジナル 
Ventureグリーン 

昨年度箱根駅伝三連覇・大学駅伝三冠したチームを受け継
ぎ、守りの姿勢に入るのではなく更なる改革を進めていく事で
一時は批判を浴びるかもしれないけれど将来的には我々の
スタイルがスタンダートとなるようと言う思いで設定された。 
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 １人指導体制の限界という壁 

チーム成績に呼応して、教育委員会やスポーツ庁をはじめとする監督官庁や様々な企業研修、

各種媒体等からの講演依頼やメディアへの対応が増えた（表 60～62）。そのため練習現場を離れ

ることが多くなった。その結果、学生からは監督不在への不満が訴えられた。 

(1) アクション１ スタッフ体制の充実 

2015年度から専任非常勤コーチ 1名の採用、フィジカルトレーナー会社との提携、トレーナー2

名と契約を結び、スタッフ体制を充実させた。 

 

(2) アクション 2 強化メカニズムの見える化 

この取り組みは特に 2017年度に重点的に行った。優勝した過去 3年間の各選手の 1万 m や

5000m の記録会や大会での記録を洗い出し、整理した。チームメンバーの「過去 3 年間のチーム

に比べ、我々は劣っている」という言葉に代表されるように、チームには漠然とした不安があったが、

データを比べたところ、前述のとおり、過去 3 年に遜色ない記録であることが明らかとなり、その結

果をチームで共有した。 

さらには、箱根駅伝本番で走った選手と上記の記録および強化合宿でのメニューの消化率を整

理したところ、特に夏合宿を 7 割以上消化している選手かつ、記録の上位選手が選ばれている確

率が高いことが明らかとなった。 

この事実を夏合宿の最初に選手に伝えた。そして、再度、連勝期の 1 年間の強化メカニズムと

強化手法を選手たちに伝え、前期の成果と夏合宿の走り込みの必要性について意識づけさせを

行った。 

また、練習メニューを 7 割以上こなすことができれば、箱根駅伝の選手に選ばれる可能性がある。

というデータを示したことで、学生は自分の体調にあわせて、無理をしなくなり、故障が減るというメ

リットも出てきた。このようにデータを共有することで選手は自分の立ち位置を確認でき、自信をもっ

て練習に臨むことや、体調にあわせて、どのように練習メニューをこなしていくべきかを考え、トレー

ニングに臨むことができるようになった。この成果を示す顕著な例に第 94回箱根駅伝MVP選手と

なった 7区林選手がいる。彼は、5月～7月にかけて故障で練習が思うように進んでいなかった。8

月 1 日から全体合宿に入る中、従来多くの選手が「全体合宿だから部員と同じ練習をしなければ

ならない」「同じ練習をしないとわがままだ」と思い込み、故障明けにもかかわらず練習過多となり故

障を繰り返す負の連鎖になる事例が、チーム内でも幾度かあった。しかし、林選手は、夏合宿に入

る前の全体ミーティングで、夏合宿練習消化率と箱根駅伝登録選手との関係性の説明を受け、「7

割練習消化していけば箱根駅伝登録選手になれる」と考え、全体練習の 7 割程度行うことで練習

過多にならず故障なく継続的な練習をすることが出来、着実に力を付け箱根駅伝において活躍す

ることが出来た。 

このように全体ミーティングでそれぞれの練習の目的の確認とターゲット試合およびそれぞれの

達成事項を確認することにより、自分の立ち位置を確認できトレーニング内容、強化項目を再確認

でき、選手は練習により集中できるようになった。 
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さらに強化メカニズムの見える化、データの見える化は指導者側の指導方針の共有にも効果的

で、監督不在であっても同じ指導が行えるようになった。 

 

(3) アクション３ 自立性の強化 

上述の通り、選手から監督不在への不満が表出した時、4 年生メンバーと監督でミーティングを

持った。そもそも、監督夫婦が合宿所で共同生活しているのは他大学にはなく青学大駅伝チーム

のみである。共同生活そのものが、君たちが安心して生活や競技に打ち込めるのだと説明した。監

督は 13 年間かけて様々な運営マニュアルを構築してきた。そのノウハウを運用していくチームの

主体は学生自身である。これまでの目標管理ミーティングで培ってきたノウハウを再度強化し、チ

ームが勝つために何が必要かを自分たちで考えることができるよう仕向けた。 

具体的には、学生が訴えることに対して、その根拠と解決策を学生自らが引き出すようなコミュニ

ケーションを心掛けた。例えば、体の不調を訴える学生には、どこがどのようにいつもと違うのか、ど

うしたら解決に向かうのか、解決にはどの程度の期間を要するのか、予定された練習が実施できな

い期間は代替えの練習として何があるのか、などを質問し、学生自身が解決策を出せるまで向き

合うコミュニケーションを心掛けた。このようなコミュニケーションの結果、早期な申し出により過度な

練習を防ぐことができ、けがが重症化しないチームになってきた。表 73は学生へのけがに対するア

ンケートの結果であるが、1年生は大学レベルの強度があがった練習になれず、けがが目立つが、

上級生になるにしたがって、自己コントロールができるようになっており、目立つけが、重症なけが

をするものが減ってきたこと裏付けるデータの一つである。 

さらには、箱根駅伝で総合優勝というチームの目標を達成するために自分がどのような行動をす

べきか、ということを学生一人一人が考えることができるようになった。自分の体調が万全ではない

ことを自覚すると、早期に監督に申し出ることができる人間関係が確立されてきた。その成果は、故

障を隠さない、自分の不調を隠さず、自ら交代を申し出るようなチームの雰囲気につながった。 

表 60 2015年 1月箱根駅伝初優勝後からのテレビ・ラジオ・講演出演件数、イベント、取材件数 

月 テレビ ラジオ 講演 イベント 取材  月 テレビ ラジオ 講演 イベント 取材 

1 8 5  6 22  7   13  8 
2 2  1 4 23  8 1  1 1 4 
3 1  8 3 12  9  2 11  4 
4 1 4 4  18  10 1  10  9 
5 2 1 5 5 17  11 1  6 2 7 
6 1  8 1 14  12 3   4 6 

 

表 61 2016年 1月箱根駅伝 2連勝後からのテレビ・ラジオ・講演出演件数、イベント、取材件数 

月 テレビ ラジオ 講演 イベント 取材  月 テレビ ラジオ 講演 イベント 取材 

1 7 4 8 3 5  7 1  17 1 4 
2 4 5 9 1 7  8  1 1 3 6 
3 1 2 9 3 4  9 2  12 1 4 
4 9  9  7  10 2  13  10 
5 2  9  6  11 2 1 6 1 9 
6 3  13  2  12 4  1 4 10 
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表 62 2017年 1月箱根駅伝 3連勝後からのテレビ・ラジオ・講演出演件数、イベント、取材件数 

月 テレビ ラジオ 講演 イベント 取材  月 テレビ ラジオ 講演 イベント 取材 

1 8 2 9 1 4  7 1  16  4 
2 3  14 4 4  8 2  3  3 
3 9  9 3 3  9 1  6  4 
4 3 1 6 1 1  10 1 2 9 3 4 
5 2  2 2 2  11 7 2 8 8 7 
6 7  8 2 3  12 2 4  5 2 

 

 他大学の脅威という壁 

2004 年監督就任当時に比べ、箱根駅伝を目指す大学が増え、予選会校はもとより本戦出場各

大学の強化支援体制が整い競技レベルが向上した。監督の指導能力だけではなく大学あげての

強化体制が必要になってきた。具体的には、①箱根駅伝予選会への出場チーム数は増加し（表

63）、②箱根駅伝予選会タイムの向上（表 64、65）、③優勝チームの 1万m平均タイムの向上（表

66）、④箱根駅伝優勝チーム・シード権最終獲得チームの記録向上（表 67）がある。 

 

表 63 箱根駅伝予選会参加チーム数 の推移 

 

 

 

表 64 近年の箱根駅伝予選会トップ通過チームと最終通過チームのタイム 

回 参加枠 
トップ通過チーム 

タイム 

最終枠通過チーム 

タイム 

81 9 10時間 09分 07秒 10時間 13分 51秒 

82 9 10時間 10分 17秒 10時間 18分 58秒 

83 9 10時間 06分 53秒 10時間 16分 57秒 

84 9 10時間 10分 49秒 10時間 13分 18秒 

85 13 10時間 13分 20秒 10時間 20分 33秒 

86 11 10時間 03分 39秒 10時間 14分 58秒 

87 9 10時間 11分 39秒 10時間 22分 46秒 

回 参加数 

81 36 
82 39 
83 44 
84 42 
85 45 
86 47 
87 36 
88 40 
89 45 
90 44 
91 48 
92 49 
93 50 
94 49 
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回 参加枠 
トップ通過チーム 

タイム 

最終枠通過チーム 

タイム 

88 9 10時間 12分 08秒 10時間 16分 14秒 

89 9 10時間 04分 47秒 10時間 10分 41秒 

90 13 10時間 04分 35秒 10時間 16分 54秒 

91 10 10時間 07分 11秒 10時間 14分 03秒 

92 10 10時間 06分 00秒 10時間 12分 04秒 

93 10 10時間 08分 07秒 10時間 16分 17秒 

94 10 10時間 04分 58秒 10時間 10分 34秒 

 

表 65 箱根駅伝登録選手のチーム上位 10名の 1万m平均タイム 

回 1位 10位 

81 29分 07秒 27 29分 31秒 97 

82 29分 04秒 79 29分 29秒 34 

83 29分 00秒 60 29分 21秒 14 

84 29分 00秒 16 29分 17秒 43 

85 29分 04秒 12 29分 26秒 53 

86 29分 06秒 67 29分 30秒 47 

87 28分 56秒 06 29分 25秒 48 

88 28分 40秒 84 29分 19秒 74 

89 28分 31秒 02 29分 18秒 10 

90 28分 35秒 51 29分 10秒 10 

91 28分 42秒 57 29分 17秒 35 

92 28分 35秒 61 29分 12秒 14 

93 28分 41秒 54 29分 08秒 35 

94 28分 43秒 11 29分 10秒 69 

 

表 66 10年前との比較 (箱根駅伝優勝チームの上位 10名の 1万m平均タイム差) 

94回大会 84回大会 タイム差 

28分 43秒 11 29分 00秒 16 ▲17秒 05 

 

表 67 箱根駅伝優勝チームとシード権最終獲得チーム(10位)タイム 

回 優勝チーム シード権最終獲得チーム(10位) 

81 11時間 03分 48秒 11時間 14分 49秒 

82 11時間 09分 26秒 11時間 16分 00秒 

83 11時間 05分 29秒 11時間 19分 14秒 

84 11時間 05分 00秒 11時間 17分 12秒 

85 11時間 09分 14秒 11時間 18分 33秒 
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回 優勝チーム シード権最終獲得チーム(10位) 

86 11時間 10分 13秒 11時間 21分 57秒 

87 10時間 59分 51秒 11時間 13分 23秒 

88 10時間 51分 36秒 11時間 13分 42秒 

89 11時間 13分 26秒 11時間 27分 34秒 

90 10時間 52分 51秒 11時間 14分 43秒 

91 10時間 49分 27秒 11時間 11分 15秒 

92 10時間 53分 25秒 11時間 15分 21秒 

93 11時間 04分 10秒 11時間 17分 00秒 

全大会における走行距離、コースはほぼ同一 217.9㌔、81回 93回大会は 4区 21.0㌔。82-92回は

18.5㌔。81回 93回大会は 5区 20.9㌔。82-92回は 23.4㌔。 

 

 

表 68 第 93回箱根駅伝出場主要大学の奨学金・コーチングスタッフ(監督除く)体制の状況 

大学名 奨学金支援体制 
コーチングスタッフ体制 

(非常勤含む) 

青山学院 ○ 2人 
A ○ 4人 
B ○ 1人 
C ○ 2人 
D ○ 1人 
E ○ 3人 
F ○ 3人 
G ○ 3人 
H ○ 3人 
I ○ 2人 
J ○ 1人 

 

表 69箱根駅伝主な大学強化支援体制 2007年からの変化 (2017年 12月、独自聞き取り調査) 

大学 推薦枠 部員数 活動 

強化費 

特待生 専用 

競技場 

寮 部車 専任 

監督 

専任 

コーチ 

専任 

トレーナー 

A ○ ○ ↑ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 
B ○ ○ ↑ ▲ ○ ● ○ ○ ○ ○ 
C ○ ○ ↑ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
D ○ ○ ↑ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 
E ○ ○ ↑ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 
F ○ ○ ↑ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 
G ○ ○ ↑ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
H ○ ○ ↑ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 
I ○ ○ ↑ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 
J ○ ○ ↑ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

↑上積み ●以前より改善 ▲以前より少し改善 ○良い条件継続 
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（１）アクション 1 企業との連携強化 

チーム成績の向上により、サポート企業も増えてきた。2017 年度においては、図 22、表 70 のよ

うに企業から物品提供や練習環境等のサポートやその他複数企業や個人から食料等の提供、埼

玉医科大やハーバート大学医学部客員教授の根来秀行教授からメディカルサポートを受けている。 

 

 

図 22 サポート企業 

表 70 企業からの物資や設備 

企業名 支援内容 

GMO 低酸素バーチャルランニングルーム、各種寄付金 

Adidas スポーツ用品サポート 

アサヒ  飲料サポート 

日本道路 ランニング走路開発 

相鉄ピュア 町田寮浄水システム 

読売巨人軍 合同練習会 

日本リーバ シャンプー、リンス、ボディーソープ提供 

教育委員会 ランニングイベントや講演会の実施 

その他企業 お肉や果物の差し入れ 

医学 メディカルサポート 

 

青学大

GMO

adidas

アサヒ

日本

道路

相鉄

ピュア読売

巨人軍

日本

リーバ

教育

委員会

各企業

研修会

医学
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(4) アクション 2 特別スポーツ推薦枠の拡大 

2017年度入学より地球社会共生学部、2018年度入学より社会情報学部が新たに特別スポー

ツ推薦入試制度に加わり約 10名の部員を獲得することが出来た。 

 

(5) アクション 3 青山学院大 HPでの寄付金の入金制度確立 

2014年度より青山学院大 HP より駅伝チームへダイレクトに支援できる寄付金制度が確立され

多くの支援者からご寄付を頂き、強化サポートの一助となった（表 71）。 

表 71 大学の強化支援体制 2007年からの変化 (2017年 12月調査) 

大学 推薦枠 部員数 

 

活動 

強化費 

特待生 専用 

競技場 

寮 部車 専任 

監督 

専任 

コーチ 

専任 

トレーナー 

青学 ● ● ↑ ● ● ▲ ● ○ ▲ ▲ 

↑金額の上積み ●以前より改善 ▲以前より少し改善 ○ほぼ変わらず 

 

 連勝期の育成メカニズム 

連勝期の育成メカニズムは、年間を 4 期にわけられた。各期におけるチームとしての主な狙い

(練習、強化種目)ターゲット試合、主要強化合宿を定め年度最終目標である箱根駅伝において成

果をおさめるよう戦略的に強化に取り組んだ 

 

 年間各期における狙い 

表72に示すように年間を4期に分け各期における、チームとしての主な狙い(練習、強化種目)、

ターゲット試合、主要強化合宿を明確化させ計画的な取り組みを行っている。以降に、各ターゲッ

ト大会の意義と成果、および箱根駅伝の出場選手との関連を記す。 

表 72 各期におけるチームとしての主な狙い 

時期 ①1-3月 ②4-6月 ③7-9月 ④10-12月 

 

チーム 

として
の主な
狙い 

練習 走り込み 
スピード 

強化 

5000ｍの 

走力 up確認後 

走り込み 

走り込み後の 

状態確認 

実践 

強化 

種目 

 

ハーフマラソン 

 

5000ｍ 

 

夏合宿の消化 

1万 m 

ハーフマラソン 

学生三大駅伝 

 

 

ターゲット試合 

 

 

神奈川 

ハーフマラソン 

立川 

ハーフマラソン 

関東インカレ 

 

7月世田谷 

5000ｍ記録会 

9月学内 

5000ｍ記録会 

世田谷ハーフマラソン 

関東学連 1万 m 記録会 

出雲駅伝 

全日本大学駅伝 

箱根駅伝 

 

主要強化合宿 

2月強化合宿 

3月強化合宿 

 

- 

夏 1次強化合宿 

夏 2次強化合宿 

夏 3次強化合宿 

12月強化合宿 
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 神奈川ハーフマラソンの成績 

1-3月期のチームとしての強化種目ハーフマラソンのターゲット試合のひとつの大会である。3年

間のチーム 10名平均タイムは 1時間 4分 41秒から 1時間 5分 12秒である。2014年度は一色

のみが箱根駅伝へ出走となっているが 2016 年度は上位 10 名に入った 4 名、2015 年度は 5 名

と約半分の選手が箱根駅伝に出走したことになる。 

 

 立川ハーフマラソンの成績 

1-3 月期のチームとしての強化種目ハーフマラソンのターゲット試合のふたつ目の大会である。

3年間のチーム 10名平均タイムは 1時間 3分 19秒から 1時間 5分 11秒である。上位 10名に

入った選手は 2016 年度 3 名、2015 年度 4 名、2014 年度 2 名の選手が箱根駅伝に出走したこ

とになる。 

 

 関東インカレの成績 

4-6 月期のチームとしてのスピード強化を狙いとして 5000ｍを強化種目とするとともに、大学対

抗戦の真剣勝負の場でもある関東インカレターをターゲット試合としている。 

2014-2017年度ハーフマラソンを出走延べ 9名のうち 7名の選手が箱根駅伝に出走している。 

1万m出走した延べ 9名のうち 5名の選手が箱根駅伝に出走している。 

5000ｍ出走した延べ 9名のうち 5名の選手が箱根駅伝に出走している。 

1500m出走した延べ 9名のうち 1名の選手のみ箱根駅伝に出走している。 

3000m障害出走した延べ 6名のうち箱根駅伝出走者は 0名である。 

 

 7月世田谷 5000ｍ記録会 

4-6 月期のチームとしてのスピード強化を狙いとして練習に取り組んできたものを成果の場として

のターゲット試合のひとつである。過去 3 ヵ年度の 10 名平均タイムは 2016 年度 14 分 06 秒、

2015年度 13分 59秒、2014年度 14分 13秒となった。箱根駅伝登録メンバー16名の平均タイ

ムは 14 分 11秒、2015年度 14 分 05 秒、2014年度 14 分 18 秒となった。また、箱根駅伝出走

者は上位 16名の中に 6名、6名、5名と約半数の選手が入っている。 

 

 9月学内 5000ｍ記録会 

7-9 月期のチームとしての走り込みの夏合宿を終え、状態確認の為の 5000ｍ学内記録会であ

る。過去 3 ヵ年度の 10名平均タイムは 2016年度 14分 03秒、2015年度 14分 08秒、2014年

度 14 分 07 秒となった。また、箱根駅伝登録メンバー16 名の平均タイムは 14 分 07 秒、2015 年

度 14 分 17 秒、2014 年度 14 分 15 秒となった。箱根駅伝出走者は上位 16 名の中に 6 名、4

名、8名の選手が入っている。なお、同時期に全日本インカレ 5000ｍに出走している選手がいるこ

とを考えると箱根駅伝出走選手の半数以上が上位 16名に入っている。 
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 世田谷ハーフマラソン  

10-12 月期のチームとしての主な狙い「実践」の強化種目ハーフマラソンにおける唯一のターゲ

ット試合である。例年全日本大学駅伝の翌週日曜日開催の為、全日本大学駅伝参加者(2016 年

度中村、2014年度藤川 2名は追試)は練習の一環としての出走であるが、箱根駅伝に向けての大

切な大会である。 

各年度の 10名平均タイムは 2016年度 1時間 4分 18秒、2015年度 1時間 4分 22秒、2014

年度 1時間 4分 52秒である。各年度とも上位に入ったものが箱根駅伝に出走していることがわか

る。 

 

 関東学連 1万 m記録会 

10-12 月期のチームとしての主な狙い「実践」の強化種目 1 万 m における唯一のターゲット試

合である。例年 11 月に開催される。箱根駅伝まで公式レースは最後となり、箱根駅伝に向けての

大切な大会である。 

各年度の 10 名平均タイムは 2016 年度 28 分 52 秒、2015 年度 28 分 42 秒、2014 年度 29

分 14秒である。各年度とも上位に入ったものが箱根駅伝に出走していることがわかる。 

また、12月 10日の 16名チームエントリー選手を決めるうえでも大切な大会となる。 

各年度の 16 名平均タイムは 2016 年度 29 分 07 秒、2015 年度 29 分 01 秒、2014 年度 29

分 33秒である。各年度とも上位 16位内の選手がチームエントリーされていることがわかる。 

 

 冬強化練習 

1-3月期のチームとしての練習に対する主な狙いは「走り込み」となる。2月と 3月に 1度ずつ強

化合宿を行う。 

練習内容は、2016年度から 2014年度の 3 ヵ年の 1年あたりの練習回数は１６㌔(＋α)以上の

距離走系の練習が 3.33 回、駅伝やスピード系の練習は 1.91 回となっており年間スケジュールに

沿った内容となっている。 

3 月の大分および富津合宿での練習内容は、2016 年度から 2014 年度の 3 ヵ年の 1 年あたり

の練習回数は 16 ㌔(＋α)以上の距離走系の練習が 1.99 回、スピード系の練習は 1.98 回となっ

ており、走り込みとともに 4-6月期に備えてのスピード系の練習と半々の内容となっている。 

 

 冬合宿消化率 

  冬宮崎合宿の消化率から箱根駅伝の出走者を見ると、箱根駅伝延べ出走者 30 名の 18 名、

約 60%が、消化率が 80%以上であった。 

 

 夏合宿練習  

7-9月期のチームとしての練習に対する主な狙いは「走り込み」となる。例年 3回行われる。練習

内容は、2014 年度から 2016 年度の 3 ヵ年の 1 年あたりの練習回数は、1 次合宿では、16 ㌔以
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上の距離走系の練習が 5.7回、1㌔のスピード系インターバル練習は 0.3回となっており年間スケ

ジュールに沿った内容となっている。 

2 次合宿では、24 ㌔以上の距離走系の練習が 3.0 回、400ｍのスピード系インターバル練習は

1.7回となり、徐々に距離が増え、スピード系も若干取り入れられてくる。 

3 次合宿では、24 ㌔以上の距離走系の練習が 2.0 回、400ｍのスピード系インターバル練習は

2.0回となり、質量ともにバランスよく増えてくる。 

 

 12月合宿練習内容  

12月の強化合宿は箱根駅伝まで最後の鍛錬期となる。例年 12月の 3日前後から 4泊 5日で

行われ、練習内容も 5㌔＋20㌔、3㌔×4本、30㌔と 3 ヵ年同一である。 

 

 合宿消化率と代表選手 

夏合宿の消化率から箱根駅伝の出走者を見ると、2014 年度の久保田 28%、2015 年度神野

39%、秋山 36%を除く、延べ 26名、約 87%の選手が夏合宿消化率が 70%以上となっている。 

12月合宿消化率は、2014年度から 2016年度 3ヵ年の中で、久保田の 2014年度 50%、2015

年度 67%の練習消化率の低さが目に付くが、2014年度は 100%消化率 2名、92%消化率 4名。

2015 年度は 5 名 100%練習消化、4 名 75%以上消化率。2016 年度は箱根駅伝出走選手全員

100%練習消化率となり箱根駅伝出走選手の多くが高水準のトレーニング消化率となっている。 

 

 学生三大駅伝の出走者  

各年度の三大駅伝出走の延べ人数は、2016 年度 14 名、2015 年度 13 年、2014 年度 13 名

であった。 

三大駅伝すべてに出走した者は 2016年度 4名、2015年度 5名、2014年度は 5名であった。 

出雲駅伝と箱根駅伝に出走したパターンは 2015年度 1名だった。 

大学駅伝と箱根駅伝に出走したパターンは 2016年度 2名、2015年度 1名だった。 

箱根駅伝のみ出走したパターンは 2016年度 4名、2015年度 3名、2014年度 5名、だった。 

学年別の箱根駅伝出走の構成は、 2016年度 4年 4名、3年 3名、2年 3名、1年 0名、2015

年度 4年 4名、3年 2名、2年 3名、1年 1名、2014年度 4年 2名、3年 5名、2年 1名、1年

2名であった。 
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 箱根駅伝選手選考のメカニズム 

箱根駅伝は 10区間どの区間も 20㌔を超え、1区と 10区を除く他の区間はアップダウンの激し

いコースとなっている。30 ㌔のレースに挑む感覚と言える。よって一年を通じて練習を積み重ねる

ことが基本となる。特に箱根駅伝当日から逆算して半年を切った 8 月夏合宿以降の練習や試合の

積み重ねは大切な要素になる。 

選手選考は概ね、図 23の流れで行っている。 

 

 

図 23 選手選考の基本パターン 

 

具体的には、1 月～3 月にかけてのロードレースでのハーフマラソンでの自己記録、4 月～7 月

までのトラックレースでの 5000ｍ、１万ｍの自己記録や関東インカレでの戦績が当人の基礎点とな

る。基礎点をベースに 8月～9月にかけての夏合宿での練習消化率がポイントとなる。連勝期にお

いて箱根駅伝出走者 30名中 27名 90％の選手が練習消化率 70％を超えていた。 

最後に直前の状態である。ここでの直前とは、箱根駅伝 1 月 2、3 日大会直前も当然のことなが

ら大切にはなるが、11 月からの約 2 か月間の状態をさす。11 月は箱根駅伝から逆算した強化練

習と全日本大学駅伝の本番というスケジュールの中、世田谷ハーフマラソン、関東学連１万ｍ記録

会へ参加するという選手にとっては過酷なスケジュールである。100％調整できた状態での出場で

はない中で、世田谷ハーフマラソンか関東学連１万ｍ記録会に出場し、どちらかの大会で成績をあ

げている選手が箱根駅伝登録選手となるケースが多い。 

２つの大会を経て選手は 17－19名に絞り込まれ、12月の最終強化合宿へと突入する。 

連勝期において箱根駅伝出走者 30名中 26名約 90％の選手が１２月の最終強化合宿の練習

基礎点

• 5000ｍ、１万ｍ、ハーフマラソンのベスト記録

• 関東インカレ、三大駅伝の戦績

夏合宿消化率

• 第一次強化合宿消化率

• 第二次強化合宿消化率

• 第三次強化合宿消化率

直前の状態

• 世田谷ハーフマラソンの戦績

• 関東学連１万ｍの戦績

• １２月初旬強化合宿消化率

• 大会直前の体調
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消化率が 70％を超えている。 

イレギューラな対応も当然ある。夏合宿消化率が低い選手でも基礎点が高い選手は個別の体力

に応じて練習消化率を見て正選手として出走させるか判断している。 

 

 学生の評価 

2017年度に在籍している部員に以下の項目をアンケート調査し、回答を得た。 

 

 青トレの効果について 

高校レベルの負荷から、大学レベルの負荷に変わるため、故障が増える選手もいるが、多くは、

大学に入って故障が減っており、また、学年進行とともに減っていることから、青トレの導入による故

障予防は一定の効果があると考える（表 73）。また、大学入学後にケアの必要性を理解したり、ケ

アの時間を増やしたり、体幹補強の必要性を感じる学生が多い。さらには高校時代の練習前準備

の実態からも、長距離走に必要なケアや体幹補強の実施は広がっていないことが示された（表 74）。 

 

表 73 故障回数 

 

表 74 良くなったもの悪くなったもの 

  良 悪 変化なし 

故障回数 18 16 9 

練習前時間 27 1 15 

練習後ケア時間 30 4 9 

1年 2年 3年 4年 

高校 大学 増減 高校 大学 増減 高校 大学 増減 高校 大学 増減 

6 14 8 2 4 2 2 0 -2 3 5 2 

21 3 -18 0 9 9 6 8 2 10 12 2 

2 0 -2 20 8 -12 7 18 11 1 1 0 

0 0 0 10 6 -4 2 2 0 1 8 7 

0 0 0 1 6 5 4 4 0 0 13 13 

1 7 6 2 5 3 12 6 -6 2 2 0 

10 0 -10 20 20 0 0 1 1 5 4 -1 

15 0 -15 0 1 1 12 4 -8 5 2 -3 

1 0 -1 10 7 -3 12 3 -9 5 3 -2 

1 4 3 0 5 5       

5 0 -5 12 12 0       

   1 12 11       

   1 8 7       

   1 1 0       
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練習前後以外のケアの時間 30 6 7 

ケアの必要性 26 0 17 

補強の必要性 24 0 19 

 

図 24 良くなったもの悪くなったもの 

※良：高校より大学のほうが良くなった、悪：高校より大学のほうが悪くなった、変化なし：高校と大

学で変化なし 

 

1) 練習前の準備時間 (分) 

練習前の準備時間は大学入り、平均 6分増えていた。 

表 75 練習前の体操にどれだけ時間をかけていたか（増減の平均） 

学年 平均時間 全体平均 

1年生 6.4 

6.4 
2年生 4.6 
3年生 10.6 
4年生 3.9 

2) 練習前の準備内容 

準備の内容は、ラジオ体操に近いものとの回答が多い中で、今年の 1年生に初めて 1名体幹ト

レーニングを行っていたと答えたものがいた。 

表 76 練習前の準備内容 

  高校時 大学時 

1年 2年 3年 4年 1年 2年 3年 4年 

ラジオ体操に近いもの 5 10 3 4 0 0 0 0 

静的ストレッチ 6 6 6 6 1 1 1 0 

動的ストレッチ 2 5 2 2 10 13 9 9 

バランスボール 1 1 0 0 8 11 3 4 

胸椎 1 0 0 0 7 8 7 6 

18

27

30

30

26

24

16

1

4

6

9

15

9

7

17

19

0 10 20 30 40

故障回数

練習前時間

練習後ケア時間

練習前後以外のケア時間

ケアの必要性

補強の必要性

良 悪 変化なし
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体操はしていない 0 0 0 0 0 0 0 0 

その他 1体幹
トレ 

マ ッ サ
ージ 

ラダー 

二人組
柔軟 

0 1 ド リ
ル 

動きづ
くり 

1 コアト
レ 

コ ン
プ レ
ッショ
ン 

1コア
トレ 

1 コアト
レ 

未回答 1 0 0 0 0 0 0 0 

3) 練習後のケア 

練習後のケアに関して、高校時代に比べて大学時代の方が練習後の時間が 5 分以上増加した

と回答している人が 42名中 32名いた。高校時代の練習後のケアとして、ラジオ体操に近いものを

行っていた人が 12 人いたが、大学時代からは 0 人となった。静的ストレッチ、バランスボール、ア

イシング、ストレッチポール、糖質摂取をしている人が大学時代では 10 以上の選手で増加してい

ることがわかった（表 77）。 

 

表 77 練習後のケア 
 

高校時 大学時 

1年 2年 3年 4年 1年 2年 3年 4年 

ラジオ体操に近いもの 3 6 1 2 0 0 0 0 

静的ストレッチ 8 8 8 8 11 12 9 9 

動的ストレッチ 0 0 0 1 0 1 0 0 

バランスボール 0 1 0 0 2 5 2 2 

アイシング 3 7 3 2 5 12 7 5 

ストレッチポール 3 2 1 1 5 10 4 2 

糖質摂取 1 0 0 0 5 7 3 4 

ケアはしていない 1 0 1 0 0 0 0 0 

その他 

マッサ

ージ 

ウォー

ク 

二人

組柔

軟 

マッサ

ージ 

マッサ

ージ 
0 0 0 0 

未回答 1 0 0 0 0 0 0 0 

 

4) ケア不足の原因 

ケア不足になる原因に関しては、「時間に余裕がない」という項目では、高校時代は 15、大学時

代は 26 という回答であった。「知識がない」という項目では、高校時代は 20 であったものが、大学

時代では４であることがわかった。「必要性を感じていない」という項目では、高校時代が 10、大学

時代は 2であることもわかった（表 78）。 
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表 78 ケア不足の原因 

  高校 大学 

1年 2年 3

年 

４年 1年 2

年 

3

年 

４年 

1 資金に余裕がない 0 2 0 0 0 3 2 1 

2 時間に余裕がない 6 3 3 3 10 6 7 3 

3 知識がない 5 7 5 3 0 3 0 1 

4 必要性を感じていない 2 3 3 2 0 0 1 1 

5 何も考えていない 2 3 3 1 0 1 0 1 

6 その他 0 1 
周りも必

要性を感

じていな

い 

0 0 1 

なし 

0 0 2 
練習量に

見合った

ケアがで

きなかっ

た 

やるかや

らないか 

未回答 0 0 0 0 0 1 0 1 

5) 体幹補強について 

補強に関しては、「チームとして補強に取り組む習慣であるべき」という回答で、はいが 39であっ

た（表 79）。「青トレを取り入れてケアや補強に対する意識の変化はあったか」では、積極的にケア

を行うようになるなどプラスの変化があったと回答する人が 39名であった（表 80）。「青トレによって

自身の体に変化があったと感じるか」という項目では、26 名が大変感じていると回答し、12 名が少

しは感じていると回答した（表 81）。 

 

表 79 チームとして補強に取り組む習慣 

  高校 

1年 2年 3年 ４年 

はい 11 12 9 7 

いいえ 0 1 0 2 

未回答 

 

1 

  

 

6) 入学後のケアに対する認識 

表 80 青トレ導入後の意識の変化 
 

1年 2年 3年 ４年 

1 積極的にケアを行うようになるなどプラスの変化があった 11 12 8 8 

2 ケアへの意欲が下がるなどマイナスの変化があった 0 0 0 0 

3 特に変わらない 0 2 1 1 
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表 81 青トレ導入後の体の変化 
 

1年 2年 3年 ４年 

1 大変感じている 6 7 8 5 

2 少しは感じている 4 6 0 2 

3 あまり感じていない 0 0 1 2 

4 少し悪くなった 1 1 0 0 

5 かなり悪くなった  0 0 0 0 

 

 前期の経過説明を聞いての意識調査(アンケート) 

2017年 7月 23日に 2017年度在籍する青学大駅伝チーム、1～4年生の選手 43名、を対象

に強化方法のデータを「見える化」することによる意識の変化について聞いた。「前期の経過説明

を受け、「自身の気持ち」に変化はありましたか」（表 82）と「夏合宿に向けて「自身の気持ち」の意

識の変化はありましたか」（表 83）の 2つで、それぞれの理由も自由記述で聞いた。 

 

表 82  前期の経過報告を受け「自身の気持ち」に変化はありましたか 

 １年 2年 3年 4年 

大変意欲が湧いた 5 10 0 2 

意欲が湧いた 6 3 7 3 

変わらず 0 1 2 4 

意欲が少し減少 0 0 0 0 

意欲が大幅に減少 0 0 0 0 

【理由についての自由記述】 

大変意欲が湧いたと答えたひとの自由記述 

   ・5000mのベースを上げつつ、TT走などでは安定して走れるようにする 

   ・夏合宿にしっかり走れば秋、2年、3年とつながってくる 

   ・試合タイム、練習消化率、試合の順位のデータが箱根駅伝では重要とわかった 

   ・自分のチームの立ち位置がわかり、後期に向けて意識作りができた 

   ・現在の自分の立ち位置は、例年通りだと三大駅伝に出走できることがわかった  

・去年夏合宿をほぼこなせていて、メンバーと同じことができるとわかった 

   ・山上がりに向けつつ、ハーフにも対応していけスタミナと故障予防を徹底する 

   ・合宿を 100％消化して、駅伝に絡みたい 

   ・今の立ち位置で自分がまず何をやっていけばいいか理解した 

   ・自分はスピードには自信があるので、夏合宿でしっかりと体力をつけたい 

   ・怪我をせずに消化率を上げていきたい 
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   ・ハーフの結果や 5000mがそのまま反映していることが知れたから 

   ・土台が作れておらず、夏が出遅れているので、一年を通して体を作る 

   ・夏合宿をしっかり走れば来年につながる 

・前期の悪い結果を、夏を境に切り替えて駅伝に目標をおいていく 

   ・昨年よりも状態が悪くないと再認識できた 

 

 意欲が湧いたと答えた人の自由記述 

   ・良い結果を出したいと感じた 

   ・世田谷記録会は 8番目で可能性はまだ残っていると感じた 

   ・1～3年目のハーフが箱根駅伝につながるので、ハーフの重要度が上がった 

   ・1年目は無理だが、4年目にしっかりつなげていこうと思えるようになった 

   ・関東インカレにでることで箱根駅伝に出られるチャンスがあるとわかった 

   ・立川、神奈川ハーフが来年の箱根、三大駅伝につながるとわかった 

・メンバーになるためのスタートラインに立つための力をつけていく 

   ・練習を継続していきたい 

   ・腐らずに 3年目 4年目を意識していくべきという自覚がでた 

・夏に向けて準備をもっとしっかりやる必要がある 

   ・駅伝メンバーに絡まないといけないと自覚がついた 

・思いのほか学内順位が上がった 

・10000mの代表に選ばれたという自覚を持つことができた 

・自分がチームの上だと自覚した 

・出遅れているので、夏以降やらねばという気持ちになった 

・自分がやるべきこと、残すべき結果が明確になった 

  ・記録はよかった 

 

 変わらないと回答した人の自由記述 

   ・監督の考えが自分の思った通りで、自分の考えにズレはなかったと確信した 

  ・自分の位置がわかって昨年などと同じようにやれば大丈夫だと思った 

  ・思っていた通りだった 

  ・やることは変わらないし、自分のできることは限りがある 

  ・毎年の経験からどこが重要かわかっているので変化なし 

  ・選抜とチャレンジについては選抜へ行く 
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表 83 夏合宿に向けて「自身の気持ち」の意識の変化はありましたか 

 １年 2年 3年 4年 

大変意欲が湧いた 6 11 0 3 

意欲が湧いた 4 2 8 3 

変わらず 1 1 1 3 

意欲が少し減少 0 0 0 0 

意欲が大幅に減少 0 0 0 0 

【理由についての自由記述】 

大変意欲が湧いたと答えた人の自由記述 

   ・練習を積んでいきたい 

   ・夏合宿でケガなくほぼ 100％メニューを消化する 

   ・フリーjog もコツコツ走ることで秋や 2年、3年とつながる 

   ・夏合宿の練習消化率が駅伝メンバーの選択へ関与している 

   ・合宿を通し走り込みをすることで駅伝走れるか走れないかがわかった 

   ・苦手である夏合宿ではしっかりと走らなくてはいけないと思わされた 

   ・合宿がとても大切だとわかった 

   ・出雲駅伝を狙っていく気持ちでやる 

   ・夏合宿の消化率が駅伝メンバーの選択に関与していることが分かった 

   ・長い目で見た目標、計画を作る 

   ・故障を治して、きつくても粘って行っていく 

   ・去年は骨を折ったので、今年は継続して結果を出す 

   ・去年の夏合宿では消化率を上げることで力がついた 

   ・合宿後のレースでタイムを伸ばせるとわかった 

   ・現時点での自分が何をすべきか理解できた 

   ・去年は選抜を外れ悔しかったので、1次でポイントを詰み、2次で選抜に行く 

   ・去年の成功体験と 1年目の合宿も 100%消化でき、後期の調子がよくなった 

   ・夏合宿＋5000m＋10000m全て高水準なら何とかなる 

 

 意欲が湧いたと答えた人の自由記述 

   ・1次で距離を踏んでいきたい 

   ・夏合宿で練習を積んでいけば 2，3，4年目とつながる 

   ・合宿をこなすことによって秋以降に力がつく 

   ・怪我をせずに夏合宿を消化し、秋の結果や来年度の駅伝メンバーに絡む 

  ・夏合宿を 100%こなすことで秋の 5000mにつながることが分かった 

   ・現時点で遅れているので、長いスパンで全体に合流したい 
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  ・1次、2次距離を踏んでいきたい 

   ・夏合宿が大事とわかり、7月中に体づくりをする 

   ・夏合宿の消化率 100%を目指す 

   ・2次、3次選抜で練習を消化する 

・夏合宿での消化率を上げて駅伝出場を目指す 

   ・自分が駅伝メンバーに選ばれる可能性があると感じた 

   ・故障せず夏合宿をこなす 

   ・夏合宿の消化率と箱根出場率をみて意欲が湧いた 

   ・選抜を目指す 

   ・夏合宿の消化率が駅伝メンバーの選択に関与していることが分かった 

   ・故障なく練習できているので、走り込みを重視する 

 

変わらないと答えた人の自由記述 

・育成選手なのでハーフのための準備と考えている 

   ・もっと走り込まないと強く感じた 

   ・過去と同様にやればうまくいく 

・やることは変わらない。自分のできる事には限りがある。 

 

 朝の一言スピーチについての学生の評価 

前項と同時期に朝の一言スピーチや目標管理ミーティングについてもアンケート調査を実施した。

朝の一言スピーチは高校でも導入されていることが確認できた。 

表 84 朝の一言スピーチの高校大学での実施状況 
 

実施している 実施してない 

高校 7 37 

大学 44 0 

 

表 85 朝の一言スピーチのメリット・効果 

どのようなメリットや効果を感じるか 

 

自分の言葉で話せるようになった 8 

話すための準備をするようになった 8 

話す能力がついた 7 

人前で話すことに慣れた 6 

コミュニケーション能力が向上した 6 

考える力がついた 6 

表現力がついた 3 

言葉を理解するようになった 2 
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意識を共有できる 2 

スピーチを聞くことで参考になった 1 

 

 

 目標管理ミーティングの効果 

同様に目標管理ミーティングについても調査したところ、高校でも導入されていることが分かった。 

表 86 目標管理ミーティングの高校大学での有無 
 

有 無 

高校 3 41 

大学 44 0 

 

表 87 目標管理ミーティングのメリット・効果 

どのようなメリットや効果を感じるか 

 

目標のためにやるべきことが明確になる 15 

目標に責任が生まれる 12 

第三者から意見をもらえる 11 

目標が明確になる 4 

目標を共有することでチームに一体感が生まれる 2 

あまり話せない人と話せる 1 

自分自身を理解できる 1 

他の人の取り組んでいることを聞けて参考になる 1 

 

 

 計画的な練習計画の効果 

練習計画はどれくらいの頻度で発表されていたかを聞いた。高校ではその日が最も多かったが、

1 ヶ月前から提示している学校もあった。 

表 88 計画的な練習計画 
  

 

一ヶ月以上 一ヶ月 2～3週間 1週間 その日 その他 

高校 0 11 2 6 25 0 

大学 13 31 0 0 0 0 
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第４章 考察 

4連覇への道はけして容易ではなく、また、10年以上の歳月がかかり、成し遂げたことであった。

今回の整理により、予選会突破、シード権維持、優勝というそれぞれのステージで越えなければな

らない問題と、その解決に向けたノウハウはある程度、示すことができたと考える。 

箱根駅伝総合優勝のための強化を一からスタートするには様々な壁が存在しその壁を乗り越え

なければならないチャレンジが必要となる。また、指導ノウハウを発揮する以前に最低限整えなけ

ればならない環境整備が必要であることが分かった。 

 しかし、これらのノウハウよりも大切なのは、どの期であっても通じる、チーム哲学、チーム理念を

もち、それを共有し、お互いを高めあえるチームを作ることであり、この哲学をメンバーが共有しあ

えるからこそ、持続的発展するチームになったと考えている。 

 14年間は箱根駅伝の予選会突破期、シード権維持期、連勝期という 3期に分けられたが、14年

間通じて取り組んだものも多く、同様の取り組みでありながら、各期に応じてその内容や程度に変

化があった。 

強化体制、練習計画・メニューおよび青学大学駅伝チームにおけるトリプルミッションについて考

察する。 

 

 強化体制の整備 

2004 年に青学大駅伝チームの監督に着任して以来、取り組み続けている強化体制ではあるが、

強化の項目としてこだわったのは、選手のスカウティングを効率的に行うために欠かせない特別ス

ポーツ推薦枠（人数）、奨学金 (授業料免除)、専用合宿所 (寮)、専用グランドとその仕様、ロード

コース&クロスカントリー走路、部車、監督、コーチ、スカウトマン、フィジカルトレーナー、針灸マッサ

ージ師、高酸素カプセル、低酸素カプセルなどの項目がある。これらの項目で取り組むべき内容は

期により内容が変わるので、3期毎の期分けに沿い、説明する。 

 

 特別スポーツ推薦枠と奨学金 

良い選手に入学してもらうための方法の一つが、特別スポーツ推薦枠（以下、特別推薦枠）であ

る。簡単にいうと青学大の場合は小論文と面接による入試制度である。 

箱根駅伝を目指すチームに必要な特別推薦枠の数は、チームの置かれている段階で異なり、

各期で選手として必要となる人数が異なる。 

高校時代、多くの選手は 5000ｍを中心に強化され、いずれの期においても、大学入学後の約

半年～1年後に4倍もの距離になる20㌔を走らせるには体力面等を考慮した場合負担は大きい。

また、20㌔以上を走った経験も少ないので、入学直後に戦力となる確率は低い。しかし、2 年次以

降の成長を期待し強化していく必要がある。この考えに基づき、特別推薦枠の必要枠は考えるべ

きである。 

予選突破期、つまり初出場や長いブランクをへて、一から立ち上げる大学では、シード権を維持

するまでは、毎年 8 人は必要である。箱根駅伝の予選会は 14 名のチーム登録から 12 名出場す
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る。1年生は、入学後のトレーニングでの伸びを考慮しつつも、10月の予選会の段階であてにする

には無理がある。2 年～4 年生が予選会出場メンバーと考えた場合、各学年 8 名×3 学年の 24

名が 50％の確率で予選会に出場可能なレベルに成長すると想定すると、毎年 8 名は新入部員を

確保すべきであるし、ポテンシャルのある選手をスカウティングすることは強化の上で重要なポイン

トとなる。 

シード権維持時期は 16 名の登録選手から 10 名が箱根駅伝に出場する。つまり、予選会時期

よりも 2名多い 16名を選ぶことができる。1年生は 10月の予選会より箱根駅伝本戦には 2ヶ月以

上の猶予があるため 2 割の 2 名程度を 1 年生から出場可能なレベルまで成長させたい。2～3 年

生は予選会突破時期と同様に学年の半数を期待できるとすると、各学年 10名×3学年の計 30名

のうち 50%の確率で 15 名の登録選手となるレベルに成長させる想定ができる。この試算にもとづ

くと、毎年 10 名の新入部員を特別推薦枠により確保することで、競技力の高い 16 名の登録選手

確保が可能な環境となる。 

連勝期には箱根駅伝の優勝を期待されるだけでなく、出雲駅伝、全日本大学駅伝での優勝も

求められてくる。短い期間に開催される距離の事なる各駅伝で成果を出すには、更に人数を増や

し、それぞれの距離を得意とするスペシャリストの育成を考慮しなければならない。なぜなら、同じ

選手が全大会走ることは、選手の身体的負担が大きくなり、最終目標である箱根駅伝での優秀な

成果は上げることができなくなると考えるからである。よってシード権維持期から最低 2 名以上多い

特別推薦枠増が必要になる。 

特別推薦枠で入学だけでなく、奨学金(授業料免除等)制度もよい選手を入学させるうえでは必

要となる。つまり、他大学との差別化のためである。奨学金は、予選会を勝ちあがるだけであるなら

ば、あれば助かるが、必ずしも必要ではないと考える。しかし、シート権の確保や優勝を目指すの

であれば、他大学との優秀な選手獲得競争の為には必須のアイテムになると考える。 

 

表 89 学生の入学・学業に関する項目 

 予選会突破期 シード権維持期 連勝期 

特別推薦枠人数 ◎ 

8名以上 

◎ 

10名以上 

◎ 

12名以上 

奨学金 (授業寮免除) △ ○ ◎ 

 

 施設；専用合宿所（寮）、専用グラウンド、ロードコース・クロスカントリー走路 

施設の充実は 3 期を通じて重要である。各期での施設を表 90 に示した。その中でも重要なの

は、寮、グラウンド、部車である。 

駅伝を本格的に始めるならば、まず、寮を確保すべきである。なぜなら、長距離走において一番

土台となるのは規則正しい生活であるからだ。この規則正しい生活を確立に専用合宿所（寮）の存

在は大きい。箱根駅伝強化には必須アイテムである。寮を運営する上で考慮すべきは、駅伝チー

ムの部員だけの寮であることである。なぜなら、短距離等の異なるブロックの選手や他競技のチー
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ムなどは生活スタイルが全く異なるので、目的である規則正しい生活の環境を作りにくいと考えるか

らである。また、現状、箱根駅伝強化チームで監督夫婦が合宿所に住み込みしているのは青学大

駅伝チームのみではあるが、管理人として住み込むことは、よりベターな強化策の選択肢であると

考える。 

専用グラウンドとしての全天候型の 400ｍ走路は必須アイテムである。短距離ブロック等他の競

技種目もグランドを利用する場合には、最低 4レーン以上あるグラウンドで、種目ごとにそれぞれが

メニューをこなせる広さが必要になる。駅伝チームだけであっても、連勝期の大人数のトレーニング

には 4 レーン以上が望ましい。青学大には、ロードコース&クロスカントリー走路がある。この走路は

予選会突破時期であれば特に必要はないと考える。しかし、上位時期になるとスカウト活動におい

ても特徴あるチームを打ち出し他チームとの差別化を図るうえでは有効であるし、なにより、連勝期

には前 2 期にくらべより強度の高いトレーニングを課すことから、故障予防の観点からもロードコー

ス&クロスカントリー走路が必須アイテムになる。 

選手の移動に部車が欠かせない。各期において必須アイテムだと考える。特にコーチングスタッ

フは、普通自動車運転免許はもちろんのこと、マイクロバスにより合宿や試合移動等を行うことがあ

るので中型免許を取得すべきである。 

表 90 各期での施設 

 予選会突破期 シード権維持期 連勝期 

専用合宿所 (寮) ◎ ◎ ◎ 

専用グランド 
仕様 

 

◎ 
400ｍ全天候 
4 レーン以上 

◎ 
400ｍ全天候 
4 レーン以上 

◎ 
400ｍ全天候 
4 レーン以上 

ロードコース& 
クロスカントリー走路 

△ ○ ◎ 

部車 ◎ ◎ ◎ 

 

 （専任の）スタッフ 

各期に必ず必要なのは監督である。今日の箱根駅伝にむけた強化を行っている大学、つまり箱

根駅伝出場大学のほぼ 100%が、専任監督である。専任監督の雇用状況は各大学で異なる。 

1990 年以前は、専任監督をおいているところは少なく、OB 会主体の兼任監督であったが、今日

において、箱根駅伝への強化を始めるのであれば、専任監督を選出が必須である。さらに監督が

安心して指導できるような雇用体制を用意すべきであることは、言うまでもない。 

一方で、コーチ、スカウトマンはシード維持の時期から必要になる。予選会突破期においては、

監督自身の覚悟や監督の哲学を選手へ浸透させるためにも監督一人体制の方が逆に良いと考え

る。シード維持期から連勝期以降はよりきめ細かに対応が必要になるため、1～2 名のコーチが必

要となる。 

フィジカルトレーナーは、今日どの期においても必須アイテムだと考える。特に予選会突破期を

目指すチームにおいては、スカウト時点で 5000ｍの走力は上位チームと明らかに劣っている。エ

ンジン部分(心臓)の取り換えは 100%出来ないが、肩甲骨や股関節といったパーツや筋力のつけ

方はフィジカルトレーニングによって大きく変えることは出来ると考える。第 3 章第 9 節第 1 項青ト
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レの効果にも見られるように、多くの高校生が未開発な強化の部分であるため走力の改善が大きく

期待される。フィジカルトレーニングは感覚的なところがあるので導入時は幅広い方々から指導を

受けると答えがまちまちになりやすいので、チームに教えが根付くまでは一人の指導者から指導を

仰ぐことをお勧めする。 

上位のステージになればフィジカルトレーナーは更に必須となる。なぜならシード権を維持し、

優勝を考える時期は、走力を高めるために、より負荷の高いトレーニングをするようになり、故障が

増えるからである。このような時期に走り方の効率化や故障予防を専門的に行うスタッフである、フ

ィジカルトレーナーの加入があれば、故障なく、速く走れる選手の育成が可能となる。ケアする人数

が増える連勝期では 3～5 人程度の複数体制が望ましい。我々はシードを維持しながらもそれ以

上に上位に食い込めないときに、フィジカルトレーナーとともにコアトレーニング、動的ストレッチを

ベースに「青トレ」を開発し、翌年優勝したし、選手の故障も減少傾向にある。フィジカルトレーナー

は今後各チームに欠かせない存在になると考える。鍼灸トレーナーも選手のコンディショニングで

重要な役割を果たしており、全時期を通して配置することが望ましい（表 91）。 

表 91 各期での専任スタッフ数 

 予選会突破期 シード権維持期 連勝期 

監督 ◎ ◎ ◎ 

コーチ 
人数 

○ 
1名 

○ 
1名 

◎ 
1名 

スカウトマン 
人数 

× 
- 

△ 
1名 

○ 
1名 

フィジカルトレーナー 
人数 

○ 
1名 

○ 
1～3名 

◎ 
3～5名 

針灸マッサージ師 
人数 

○ 
1名 

○ 
1名 

◎ 
2名 

 

 低酸素、高酸素カプセル 

これらの酸素カプセルは、近年注目される機械で、各期においてスカウト時に他チームとの差別

化にはなる点を考えると必要なアイテムといえるが、必須ではないと考える。東海大学チームでは

低酸素トレーニングによる強化体制をとっている。将来世界を目指す選手にとっては常に低酸素

状態で強化を進めることが必要になってくるかもしれない。一方で、高酸素カプセルは疲労抜きの

アイテムと言われているが、大学生選手の育成おいては、このようなアイテムを利用するよりも、ま

すば三食しっかり食べること、また定期的な血液検査等のフォローで栄養状態を把握すること、年

代に応じた適正な練習を課すことを私の強化策においては優先している。 

 

 それぞれの段階でのチーム戦略 

 予選会突破期チームへの提言 

予選会突破に向け最初にすべきことは、0 からチームを立ち上げるケースと、前監督から引き継

いで監督になりチームマネジメントするのでは若干異なる。前監督から引き継ぎ新監督のスタート

では必ずチーム内で多少なりともいざこざが発生する。例えば「前の監督はこうだった・・・」「練習方
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針があわない・・・」と言った不満がでる。こうした不満を真に受け監督を 3 年程度でコロコロ変える

ようではチームとしての成長はない。本質的なところで監督の目指す方向性が正しいのかを判断し

ていかなければならない。 

0 からにチームを立ち上げるにしろ、監督交代からチーム作りをスタートするにしろ、共通して最

初にやらなければならない事は、「自身のチーム哲学」と「10 年後のチーム成績」をどのように描く

のかを明確化させることである。その目標実現に向け逆算方式で目標に向け組み立てることが必

要である。強化の仕分けは連勝期のメカニズムと同一である。 

また、0からチームを立ち上げる際に最初に手を付ける事項は、「規則正しい生活」を徹底させる

ことであり、寮生活の充実である。監督交代時にはこの点がしっかり整っているかの確認作業が必

要である。具体的には、門限 10 時。消灯 10 時 15 分。朝練習開始は 6 時。朝食・夕食は全員で

一緒に食べる等である。 

スカウト活動は 5000ｍ14分 50秒~15分 10秒の選手をターゲットに、能力にばらつきがないよ

う最低 10-12 名の選手をスカウトすべきである。なぜかというと同一レベルの選手の方が練習負荷

の均一化が図れ、チームとしての成長と個人の成長がわかりやすいからである。また、優秀な選手

にはどうしても「つぶしてはいけない」「特別扱いしなければならない」と言った考えが頭をよぎり、数

少ないスタッフ陣が余計な労力をその選手に力を注ぐことになる為、あえて連勝期でのスカウト活

動の基準タイム 14 分 30 秒切りの選手をスカウト活動するのはこの時期においては得策ではない

と考える。10-12 名の根拠は、予選会出走選手は 1 大学 12 名である。12 名以上になると同期で

誰かが予選会に出走できないので「我々の世代で予選会突破するぞ」と言った掛け声が嘘に聞こ

えてくるからである。また、人数が多すぎると足を引っ張る選手が多少なりとも出てくるからである。 

トレーニングは、年間を 4 期に分けて毎年強化の仕掛けを変えずに同じことを繰り返し強化する

ことが大切である。予選会の成績結果のみで成長の度合いを評価するのでなく、練習や記録会や

大会結果など各プロセスの中での成長をしっかりと評価してあげる事が大切になる。 

初年度のチーム目標は部員全員を 7 月第 1 週までに 5000ｍ14 分 45 秒以内の走力に仕上

げ、故障者を全体部員の理想は 1 割未満、3 割未満に抑え夏合宿に入ること。3割以上の故障者

が出るという事は指導者の責任である。練習内容や各練習の間、試合との間に問題があると考える

べきである。 

 10 月中旬の予選会敗退した場合、チームのモチベーションは大きく下がる。本戦出場を決めた

チームと敗戦チームとの差は、本戦までの約 2 ヶ月半の過ごし方でチームおよび個人の成長に大

きく影響する。敗戦後は主将・主務・寮長を中心に新体制の組織体制をしっかり監督等のスタッフ

陣と腹を割って話し合い前向きな議論を行う。次年度のテーマや目標を定め、いち早く気持ちを切

り替え前向きに強化に取り組む。このタイミングで監督と選手との信頼関係が崩れる事が起こること

が多少なりとも発生する。監督就任時の 10年後のチームビジョンがぶれない事が大切となる。 

練習はトラックレースで 5000ｍ試合に積極的に参加し、基本の走力を upさせる。14分 30秒切

ることを目標とし、いったん箱根駅伝仕様の 20 ㌔を意識した練習計画はなくする。1 万 m の記録

会にも 1 レース程度参加し 1月以降のハーフマラソン試合参加のステップアップのひとつにする。 
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1-3 月は冬季トレーニングの走り込みとともにハーフマラソンにも月に 1 度参加しハーフマラソン

の走力確認をする。特に 1 年生は初のハーフマラソン大会参加となり長距離に対しての適性を確

認できる。以上の流れで同じことを繰り返し 4年間強化することで青学大駅伝チームは一歩一歩階

段を駆け上がり予選会突破ができた。予選会突破の最終出場枠まで、チームとして 5 分以内一人

当たり 30 秒以内に入ってくると出場できるという現実的な思いとなってくる。箱根駅伝出場がチー

ム内で現実的な目標になってくれば、学生と監督との信頼関係は良好となり、学生は自発的に生

活管理、練習に取り組むことになってくる。 

 

 シード権維持期チームへの提言 

多くの指導者は「予選会の参加が一番嫌だ」と言う。なぜなら、予選会に参加するかしないかは、

選手にとっても大きな身体的・精神的負担になるからである。シード権の確保は 10 月の予選会に

ピークを合わせる必要がなく、お正月の箱根駅伝に向け 1 年間のピーキングを計画的かつ戦略的

に行うことが出来る。箱根駅伝出場できるという喜びを持てるという事で意欲的に練習に取り組める。

一方で「ゆるみ」というマイナス面もある。予選会参加が免除されるシード権の獲得は、次年度本戦

参加が保証される喜びで選手・指導者の中で気のゆるみが出る。ゆるみは、夏から頑張れば本戦

には間に合うからと言う油断や、1-3 月期は寒さも増しインフルエンザ等の体調不良者や練習再開

後急に練習強度をあげ故障を再発する等負の連鎖がはじまり春先のトラックレースもおろそかにな

るというような事例も少なくない。気をつけなければならないポイントのひとつである。 

練習については、年間の期分けは連勝期の仕組みと変わらないことから、期毎に各期に入る前

全体ミーティングを実施し練習目的や強化種目、ターゲット試合を共有し強化を進める事が大切で

ある。また、山対策も真剣に考えなければならない。特に山登り対策が必要となる。夏合宿等にお

いて山登りを意識したコース設定により山登りタイムトライアルを実施したり、アップダウンのあるコ

ースでの練習により山登りの適正を見極めることが必要になる。   

チーム戦略は、まずは確実に成果を出しシード権獲得の常連校に定着させ、シード権確保が 3

年以上続いた後は、ゴール順位とともに優勝チームとのタイム差も意識していく。優勝を狙うには 5

位以内を経験し、レース展開も一度は先頭争いし、優勝争いに絡んでいくことを経験することが重

要になる。よって 10区間トータル的にまとめる戦術から 1区から力のある選手を並べる思い切った

区間配置をとる大会も必要になる。 

スカウト活動においては、5000ｍ13 分台に近い選手を１名で良いので獲得に向け努力する。ま

た、多少キャラの立っている向上心旺盛な選手を数名入部させることにより、より高みを目指す集

団にさせる。 

 

 連勝を続けるための提言 

練習の基本メカニズムは、14年間の取り組みと 4連勝期のメカニズムを徹底させることである。 

チーム戦略は、箱根駅伝を終えると速やかに次シーズンの主将・寮長・主務といった学生三役

を決め、当該年度のテーマ・目標を決めチーム全体で共有させることを始める。年間 4 期に分けて
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取り組む連勝メカニズムに沿い、期毎に各期に入る前全体ミーティングを実施し練習目的や強化

種目、ターゲット試合について考え方を共有し強化を進める事はどのタイミングでも大切である。 

連勝期における箱根駅伝の戦略について触れたい。 

85 回大会から 94 回大会までの 10 大会のデータを見ると、総合優勝チームの往路成績は 10

回中 8 回往路優勝し、総合優勝チームの復路成績は 10 回中 8 回復路優勝している（表 92）。逆

転優勝は 87回・94回大会 2度だけで、タイム差も 27秒差・36秒差といずれも僅差での復路スタ

ートである（表 93）。また、総合優勝チームの 1区の選手は区間賞 2名。他の 8名も全て区間 8位

以内で先頭と 35 秒差約 200ｍ以内で襷渡しをしている（表 93）。優勝したチームのうち、往路 1-5

区間で区間 2 桁順位となっているのは 85 回大会東洋大チームの 2 区 17 位、86 回大会東洋大

チームの 2区と 3区区間 10位の 3回しかない。この 2回の大会はそのフォローとして 5区「二代

目山の神」と称された柏原選手のすばらしい区間賞の走りで区間 2 位とのタイム差は 2 分 38 秒、

4分 08秒と大きな差をつけているという特徴がある。また、5区(山登り)区間賞のチームが 10回中

6 回総合優勝しており山登り対策はチームにとって重要な要素である。以上のように、10 大会を見

ると総合優勝チームは先行型の区間配置の戦略をとっており出遅れは致命的となることがわかる。 

青学大駅伝チームの連勝期４年間の戦術も先行逃げ切り型である。第 91 回初優勝では 5 区

「三代目山の神」と称された神野選手の快走によるものが大きいが、他の 3 回大会は 1 区(区間平

均 3.0位)、2区(区間平均 2.5位)で好位置につけ 3区(区間平均 2.25位)で快走するパターンが

多い。更に復路では 6 区(区間平均 1.75 位)、8 区(区間平均 1 位)で後続を更に突き放し余裕を

もって 9 区 10 区を走らせている。特に 9 区においては区間平均 4.75 位であり他の区間と比較し

て最も平均区間順位は悪いが、9区は距離が 10区間中最も長い 23.1㌔で、気温も上昇しアクシ

デントが起こる可能性を秘めている区間であることから、区間順位を気にする走りよりは安全運転で

走り切る戦略をとっているからである。また、終盤順位が確定してくることからプレッシャーがかかっ

てくるが、後続とのタイム差がある中で走り出すことは心理的にも余裕が生まれ、優勝につながる作

戦と考えている。 

表 92 総合優勝チームの往路順位・復路順位・選手の区間順位 

 優勝 

チーム 

往路 

 

復路 

 

1区 

 

2区 

 

3区 4区 5区 

上り 

6区 

下り 

7区 8区 9区 10区 

85 東洋 1 1 8 17 3 9 1 12 1 2 2 6 

86 東洋 1 2 5 10 10 4 1 9 1 2 10 7 

87 早稲田 2 1 1 4 6 2 9 2 2 3 2 2 

88 東洋 1 1 4 2 2 1 1 1 1 1 6 1 

89 日体 1 2 7 4 6 5 1 7 2 2 2 2 

90 東洋 1 1 3 3 1 3 1 4 1 1 4 1 

91 青山 1 1 2 3 5 1 1 2 1 1 1 2 

92 青山 1 1 1 3 1 1 2 2 1 1 7 1 

93 青山 1 1 4 3 1 2 8 2 11 1 2 4 
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94 青山 2 1 5 1 2 9 5 1 1 1 9 2 

 

表 93 総合優勝チーム選手の区間タイムと区間賞とのタイム差 (黄色マーカーは区間 2位とのタイム差) 

 優勝 

チーム 

往路 

 

復路 

 

1区 

 

2区 

 

3区 4区 5区 

上り 

6区 

下り 

7区 8区 9区 10区 

85 東洋 1 1 18 4:50 1:41 1:41 2:38 1:34 6 15 9 1:22 

86 東洋 1 2 35 2:12 2:03 1:17 4:08 1:11 31 1 1:59 2:12 

87 早稲田 2 1 54 58 1:26 32 3:21 44 18 27 17 19 

88 東洋 1 1 31 38 1:05 8 2:55 9 57 1:11 2:00 48 

89 日体 1 2 35 2:01 1:54 1:00 1:57 1:18 6 17 36 27 

90 東洋 1 1 21 25 1:14 34 1 48 10 46 55 1:22 

91 青山 1 1 1 13 49 3 2:30 40 46 14 54 2 

92 青山 1 1 22 31 29 25 53 22 38 1:01 1:36 26 

93 青山 1 1 4 39 29 7 2:17 47 58 2:04 8 41 

94 青山 2 1 25 0 24 1:18 1:05 33 2:34 1:31 1:12 29 

 

表 94 青学大チーム連勝期の区間平均順位 

区間 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

平均順位 3.0 2.5 2.25 3.25 4.0 1.75 3.5 1.0 4.75 2.25 

 

各大学が打倒青山学院大を掲げてくる中、今後我々は、次なるステージに臨むためには、チー

ム全体を箱根駅伝強化のみにするのでなく、6区間約 45㌔１区間あたりの距離が 10㌔以内の区

間が 5区間と短いスピード駅伝が特徴の出雲駅伝や 2018年度から距離変更され 8区間中 13㌔

以内の区間が 6 区間となる全日本大学駅伝の 2 つの駅伝専用の「出雲・全日本大学駅伝プロジ

ェクトチーム」を発足し、1区間 20㌔以上となる１０区間約 210㌔箱根駅伝強化組とブロックわけし

たトレーニングを実施し、各選手の特性に応じた強化体制をとることにより、箱根駅伝で成果をあげ

ることや、他の大会でも成果をあげるため新たなチャレンジをすることが必要になると考えている。 

また、選手選択基準により選ぶため、学年に人数の偏りが生じる年もあるが、理想としては、箱根

駅伝を走る選手の学年の構成は 4年 4名、3年 3名、2年 2名、1年 1名が理想の比率＝「ゴー

ルデン比率」と言える。 

スカウト活動においては、上記の思いを実現させるためにも、毎年１２名程度５０００ｍ１４分３０秒

以内の選手獲得が必要となる。選手獲得に向け奨学金制度や低酸素ルームやクロスカントリー走

路といった練習環境の充実、監督、コーチ、フィジカルトレーナー、鍼灸トレーナー等のコーチング

スタッフの充実もさらに強化していかなければならない。 
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 青学大駅伝チームの強化とトリプルミッションについて 

スポーツ全体の発展には「勝利」「普及」「資金」の 3 つのミッションを達成することであり、これら

を達成するうえで経営の方向性を示す「理念」が必要になるといわれ、この提言をトリプルミッション

と呼んでいる（平田、2017）。また、三要素を好循環させるとともにどの要素から循環させるかが重

要だとも説いている。青学大駅伝チームにおけるトリルミッションは、どのようなものであったかと言う

と、まずは「勝利」からのスタートである。 

 

 勝利 

青学大駅伝チームの勝利は、最終目標である箱根駅伝優勝のみが勝利ではなく、以下の 3 つ

も勝利の要素となる。 

一つ目は、5000ｍ自己記録更新である。2004年度から 11年間で延べ 108名の学生が入部し

てきたが 90 人(約 83%)の選手が高校時代の 5000ｍの記録を更新している。高校時代からの成

長を示すことは、高校での指導者との信頼関係構築に必要である。つまり、その選手に見合った指

導法で選手をつぶすことなく、育てる組織であることを伝えることができなければ、良い選手は集ま

りにくいと考えるからである。チームとして 5000ｍ、1万m、ハーフマラソン上位 10名の平均タイム

はいずれの種目も期のレベルが上がるごとに早くなっている。これは選手の努力はもちろんである

が、高校で育成に携わる方が、良い選手を「原のもとで強化するのがよい」と思って、選手たちの背

中を押してくれるからこそ、基礎力の高い選手が集まり、4 連覇という成績につながったと考えてい

る。 

二つ目は関東インカレ入賞である。比較的短期間で記録向上が望める 800ｍや 1500ｍと言っ

た中距離種目での成果をあげることは、選手との信頼関係の構築に大いに役立つ。またすべてが

箱根駅伝だけでなく、選手の適性に合った種目を見つけ出すことも監督の役割である。 

三つ目は進級、卒業、就職である。14 年間で 90%以上が卒業をしている。大学生としての本分で

もある学習面においてもおろそかにしないこと、さらには社会人として働けるスキルを持たせ、卒業

できるよう、競技面以外の指導にも注力している。たとえば、連勝期において 4 年生延べ人数 47

名中 36名(約 77%)が新卒で卒業し、そのうち、実業団チームに就職し競技を続ける学生は 17名

(約 47%)である。2017年度 1名の退学者と 1名の留年者を除き 45名(約 96%)が新卒及び翌年

度卒業している。競技者以外の新卒者の就職先は 19 名中 8 名(約 42%)が金融機関に就職して

いる（表 95）。学生からの声として、就職活動時に集団討論の際日ごろチーム内で行っている「朝

の一言スピーチ」や「目標管理ミーティング」での議論の経験から、活発にコミュニケーションが図れ

過度に緊張することなく議論に加わりはっきり意見を言えた。また、「目標管理ミーティング」で培っ

た一つの大会に向け目標設定を掲げ期限までに課題を解決する取り組みが就職活動にも役立っ

たとの意見もきかれ、青学大駅伝チームでの活動は就職活動、その後にも活かされるもの考える。 

最後に、箱根駅伝本戦出場、優勝である。監督就任 5 年目でチームの最大の目標である箱根

駅伝本戦出場が叶ったことが、優勝につながるチーム強化に更なる好循環を加速化させた。 

青学大駅伝チームのトリプルミッションは「勝利」を達成することが「普及」の拡大、「資金」の増額
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のきっかけとなり、好循環が生まれた。 

 

表 95 2014-2017年度の連勝期の進路状況 

年度 

箱根回数 

2014 

91 

2015 

92 

2016 

93 

2017 

94 

箱根駅伝戦績 初優勝 二連覇 三連覇 四連覇 

4年生人数 11 13 11 12 

実業団選手就職 3 8 3 3 

一般就職 6 2 6 5 

大学院進学 0 0 0 1 

留年(文系) 0 2 0 0 

留年(理系) 0 1 2 1 

自主留年 1 0 0 0 

海外留学 1 0 0 1 

退学 0 0 0 1 

 

 

主な実業団 

チーム先 

 

 

中国電力 

DNA 

スズキ 

中国電力 

GMO2名 

ヤクルト 

九電工 

コニカミノルタ 

NTT西日本 

アサヒ 

中国電力 

GMO 

住友電工 

GMO 

住友電工 2名 

 

 

 

一般就職先 

 

 

三菱東京 UFJ銀行 

山形銀行 

静岡銀行 

もみじ銀行 

アサヒ飲料 

山崎製パン 

日本生命 

マルハン 

 

佐賀銀行 

愛知銀行 

ニューバランス 

ブルボン 

ソフトバンク 

日立システム 

日本生命 

日立化成 

読売新聞 

スポーツモチベーション 

マルモ(不動産) 

 

 普及 

青学大駅伝チームの普及は、大学ブランドの確立という側面と、陸上競技の普及という二つの側

面がある。 

前述のとおり、箱根駅伝の視聴率は高く、沿道の応援者も含めると非常に多くの人が見る、日本

でも有数の陸上競技大会である。実際に箱根駅伝をみて陸上長距離にあこがれる選手も多くいる。

このような絶大な普及コンテンツにおいて活躍することは、大学のブランド力向上だけでなく、陸上

競技長距離走の普及にも資すると考える。 
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箱根駅伝に出場することによる大学ブランド力の向上は、メディア露出が増え、陸上関係者はも

とよりファン層の拡大で、受験を控えている中高校生や父母への PR 効果は絶大なものがある。青

学大駅伝チームのブランドを確立したことで、青学大駅伝チームへ入りたいという選手を作り出すと

いう好循環につながっている。この好循環は入部者の上位 5 名の 5000ｍ平均タイムからも裏付け

できる。予選会突破期 14 分 41 秒であったが、シード権維持期 14 分 19 秒、連勝記期 14 分 12

秒と良い選手が予選会突破期ほどのスカウティングの苦労をしなくてもよい選手が青学大駅伝チ

ームを選んでくれる結果となっている。 

また、リクルート進学研究「進学ブランド力調査 2017」における「高校 3 年生が志願したい大学」

ランキングでは関東エリアにおいて青学大は 3 位となっており、青学大駅伝チームだけでなく、大

学の普及にも大いに役立っている。さらには、近年では個人の方から青学大駅伝チームを応援し

たいと多くの寄付をいただいている。このように競技成績の向上とともに、メディア露出が増え、多く

の人に青学大駅伝チームの存在が知れることで、サポーターを増やし「資金」をえるという好循環も

生まれた。 

大学の強化体制の充実である。スポーツ推薦枠、専用グランドの整備、専任コーチのサポート体

制がステージを追うことに充実してきた。これは、スカウティングを通して、青学大駅伝チームが世

間に認識されることだけでなく、陸上競技者の育成し、強い選手を生み、輝かしいシーンへ送り出

すという陸上競技自体のブランド力アップの一助にもなっている。 

さらに、私は近年、メディアにできるだけ出演することを心がけている。特に、陸上関係以外のテ

レビ出演である。これまでに VS 嵐、体育会 TV、笑うさんま御殿、メレンゲの気持ち、徹子の部屋、

陸王、バン記者、ミヤネ屋等、バラエティー番組から報道番組まで幅広いジャンルで出演の機会を

いただいた。このようなテレビ出演により、陸上の「コアなファン」以外のまったく陸上とは無関係な

ファン層へのアプローチすることは、青学大、青学大駅伝チームはもとより、陸上競技の普及に一

定の寄与がある。 

 

 資金 

青学大駅伝チームの資金を考えるポイントは 3つある。 

一つ目は強化費および寄付金である。勝利、普及から生まれ循環は多くのサポーターをうみ、

外部からの資金的援助をうけることができ、就任当初からは考えられないほど、高額な予算を組み、

活動ができている。勝利により大学からの強化費や校友会等からの寄付金が増えたこと、さらに学

外の方からの多くのサポートにより、多くの寄付をいただくことで、宿費、遠征費、治療費、栄養費

等に予算をかけることができ、更に充実した強化体制の構築につながっている。 

二つ目は、企業からのサポート体制である。お金だけでなく、スポーツドリンク、サプリメント、町

田寮の全館浄水システム、日常使うシャンプー・リンス・ボディーソープ、低酸素バーチャルランニ

ングマシーン等、各種企業からの様々な支援を受け強化体制を強固なものにすることができた。こ

れも勝利や普及により青学大駅伝チームを知ってもらえたからこそ、得られたサポートであり、今後

も支援が続くよう、強化、そして普及に努めることが重要である。 
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三つめは、入学試験検定料という大学にとっての大きな収入源である。2004 年度から箱根駅伝

強化がスタートしたが、2003年度志願者数は37991名。箱根駅伝33年ぶりの出場を決めた2008

年度は前年度より約 7700名増の 54993名。箱根駅伝初優勝 2014年度には前年度より約 4000

名増えた。2003年度から 2016年度にかけ右肩上がりで増加し 13年間で約 23000名増加した。

また、青学大駅伝チームが強くなってから、青学大は高校 3 年生が志願したい大学ランキング、ブ

ランドランキング向上した。青学大駅伝チームの活躍は、大学にとっての資金獲得にも貢献してい

る。  

表 96 青学大志願者数 

年度 志願者数 沿革 

2016 60966  

2015 59850  

2014 59738 地球社会共生学部設置 

2013 55893  

2012 56563 文系学部を相模原キャンパスから青山キャンパスへ移転 

2011 55692  

2010 53961  

2009 53965  

2008 54930 経営学部マーケティング学科設置 

2007 47210  

2006 45550  

2005 47829  

2004 41103  

2003 37991  

 

 箱根駅伝強化の 4 ストラテジー 

箱根駅伝強化にあたっては、4つの強化サポート体制＜4 ステラテジー＞が必要となる。最低限

の環境が整ってこその監督の手腕である。 

一つ目は、スポーツ推薦枠である。小論文と面談により一定の条件を満たせば入学が保証され

るスポーツ推薦制度の仕組みが必要となる。人数的には各学年 12 名程度、4 学年で 50 名前後

が理想と言える。1年生から箱根駅伝出場に向けて強化を進めると高校時代の 5000ｍ強化から距

離が 4 倍になることから身体へのダメージがあり強化に無理が生じる。また、生身の身体であるが

ために故障や成績が伸び悩むことも考えられる。3年時以降は各学年から 2～3名のマネージャー

で部に貢献してもらう人材も必要になる。よって箱根駅伝出場と三大駅伝出場をバランスよく配置

する為にもこの程度の人数が必用になる。 

二つ目は、コーチングスタッフである。 監督、コーチ―、スカウトマン、トレーナー、フィジカルコ

ーチが必要となる。 
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三つめは、練習環境である。専用グランド（全天候型 400ｍ×４レーン以上）、クロスカントリー走

路、低酸素ルーム、専用合宿所、製氷機、アイスバス、治療器、マッサージ機等が必要となる。 

四つ目は、資金である。優勝を目指すチームのマネジメントには、年間の強化費は最低 2000万

以上が必要となる。 

  

 研究の限界 

本研究は、原監督就任後青学大駅伝チームの 14 年間を振り返ったものであり、予選会突破、

本選出場、シード維持、優勝と箱根駅伝のすべてのステップをへた記録であり、箱根駅伝の強化

の一方策が示すことができた。しかし、他大学からの情報入手には限界があり、青学大駅伝チーム

内での検証にとどまっている。個々の選手の特徴や予期せぬ出来事等が生じる可能性あり、一般

化のためにはさらに研究を進める必要がある。 
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第５章 結論 

本研究により、箱根駅伝強化をゼロからスタートさせるには、様々な壁と乗り越えなければならな

いアクションがあることがわかった。また、箱根駅伝当日から逆算してしっかりと期分けし年間計画

に沿って強化を進めることでチームは成長することが明らかになった。 

 箱根駅伝を戦うチームにとっては、予選会突破を狙うチーム、シード権を狙うチーム、優勝を狙う

チーム、それぞれのステージによって戦略が異なる。 

スカウト、選手とのコミュニケーション方法、組織作り、寮やグランド等の施設、資金確保、年間の

ピーク設定などそれぞれに相応しいチームマネジメントを行うことが重要である。さらに、データを

適切なタイミングで学生に共有することにより、無用な不安や過剰なトレーニングの排除を可能にし、

自己管理能力とチーム全体への忠誠心を醸成することで、怪我の自己申告、出走辞退といった真

の自主性を持つ選手が育つ。 

しかし、どの期にも通底する哲学を持つことが持続的成長に大切であり、それを学生、父兄、学

校関係者等に分かりやすく示す必要がある。 
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